
表紙・図面リスト N.S（A1）

Ｍ－０１

図　面　番  号 図　　面　　名　　称 縮尺（Ａ1）

M-01 表紙、図面リスト N.S

N.S

N.S

M-02 案内・配置図・工事範囲図 N.S

N.S

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

M-11

M-12

M-13

M-14

N.S

N.S

図面リスト

千葉県

1/100

1/100

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備　空調設備更新 機械室詳細図（1）　（新設）

1/100

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備　空調設備更新 機械室詳細図（2）　（新設）

1/100

機械室詳細図（1）　（撤去）

機械室詳細図（2）　（撤去）展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備　空調設備更新

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備　空調設備更新

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備　空調設備更新 中央監視構成図・表類

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備　空調設備更新 計装図（新設）

2階平面図（新設）展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備　空調設備更新 1/300

1/300展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備　空調設備更新 3階平面図（新設）

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備　空調設備更新 計装図（撤去）

3階平面図（撤去）展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備　空調設備更新 1/300

展示場4,6ホール前中央モール　動力設備　空調設備更新

展示場4,6ホール前中央モール　動力設備　空調設備更新

1/300

1/300

3階平面図（1）（新設・撤去）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

N.S

3階平面図（2）（新設・撤去）

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

特-001

特-002

特-003

機械設備工事特記仕様書（1）

機械設備工事特記仕様書（2）

機械設備工事特記仕様書（3）

1/50

中央機械室　自動制御設備　空調自動制御空気源装置更新　　　　　　計装図

中央機械室　自動制御設備　空調自動制御空気源装置更新　　　　　　平面図

N.S

1/100

中央機械室　給排水衛生設備　中水槽滅菌装置更新　　　　　　　　　詳細図

M-15

M-16

M-17



図　示

　　　％　）

不要

(1) 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は、「環

・受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後７日以内に工事着手日通知書（第１号様式）を発注者に

　届け出なければならない。

　登録するものとする。（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。）

　適用する　工事の着手期限日　令和○年○月○日　　工事の終期日　令和○年○月○日　　　　　　　　適用しない

留意事項

・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法（昭和24年5月24日法律第100号）第26条に基づく主任技術者

　又は監理技術者の設置を要しない。

・契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書第11条に基づく現場代理人の設置を要しない。

・前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない。

・工事着手までの間は、工事の施工（現場事務所の設置、資機材等の発注及び工場製作を含む）を行ってはならない。

・工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者及び現場代理人の従事期間は、工事着手日をもって

フレックス工期契約制度

千葉県図　名

工事名

・ ・製　　図
年 月 日機械設備工事特記仕様書（１）

工事名称

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風圧力　　風速（Ｖo＝　　　m/s）

積雪荷重　建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

(1) ステンレス鋼管の接合は、下記による。

呼び径６０Ｓｕ以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

呼び径７５Ｓｕ以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ＳＡＳ３２２を満足した継手。

(2) 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

（ a ) （ b ) （ c )

(3) 溶接部の非破壊検査

適 用 区 分

配　　　管

地表面粗度区分　（　 Ⅰ　　　Ⅱ　　　Ⅲ　　　Ⅳ　）

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

埋め戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

根切り土の中の良質土 山砂の類

建設発生土の処理

埋め戻し土・盛土

引渡しを要するもの 下表による

名　　称 仕　様　等 備　　考

クロロベンゼンを含む)の濃度を測定し､監督職員に報告すること。

室内空気中のホルムアルデヒド､トルエン､キシレン､エチルベンゼン､スチレン(用途が学校の場合は、パラジ

（　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　）
施工終了時

図示

図示

工事着手前

測定箇所数

測定対象室

測定時期

測定はパッシブ型採集機器により行う。の 濃 度 測 定

の 化 学 物 質

室 内 空 気 中

(4) 設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、次の①又は②

(3) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に､次の①から④

(2) 環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項(「資材(材料および機材を含む）

　　　テムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

　　⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、シス

　　④法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　①品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　の梱包及び容器は､可能な限り簡易であって､再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されているこ

事

通

共

項

一

般

　　④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　料以外の材料

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材

　　に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　　デヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアル

　　　可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

　　　放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの

　　　建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセトアルデヒド

　　②接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　①合板､木質系フローリング､構造用パネル､集成材､単板積層材､MDF､パーティクルボード、その他の木質

　　を満たすものとする。

　　と。｣）に留意すること。

環境への配慮

　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　③安定的な供給が可能であること。

　　きる。

　　を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することがで

　　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾

(2) 別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし､この証明と

特        記        事        項章 項     目

建　物　名　称 構  造 階    数 延べ面積　(m2) 消防法施行令別表第一

1.工事場所

2.建物概要

5.設備概要（●印の付いたものを適用する。）

 方式及び種類

空調方式

主要熱源機器

自動制御方式

給水方式

排水方式

消火設備の

種類

1.共通仕様

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　なお、電気設備工事の特記仕様書は( 　/　 )図、建築工事の特記仕様書は(　 /　 )図による。

　　ものを適用する。

電気式 電子式 デジタル式

高置タンク方式 ポンプ直送方式 水道直結方式

屋内消火栓設備 スプリンクラー設備 泡消火設備

連結散水設備 連結送水管 不活性ガス消火設備（　　　　　　　）

建物内の汚水と雑排水（ 合流式 分流式　）

ポンプ排水 有（ 汚物　　　雑排水　　　湧水　）　　　無

建物外放流先 (1) 汚水

(2) 雑排水

直放流下水管

直放流下水管

Ⅰ.工事概要

備考

3.工事種目（●印の付いたものを適用する。）

建物別及び屋外

工  事  種  目

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房設備

ガス設備

排水処理設備

雨水利用設備

撤去工事

工  事  種  別

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

屋   　外

4.指定部分 無

空気調和設備

指定部分工期　令和　年　月　日

設　　　備　　　概　　　要

施設の分類

有 対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ）

Ⅱ.工事仕様

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、●印の付いた

章、項目及び特記事項共に、●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

本工事で用いる提出書類の様式は、県発注・営繕工事関連提出書類一覧(下記URL)によるほか、監督職員の指示による。

2.提出様式

https://www.pref.chiba.lg.jp/eizen/jigyousha/kenchiku/teishutsu.html

3.特記仕様

デジタル工事写真

の小黒板情報電子化

デジタル工事写真の小黒板情報電子化は、受発注者双方の業務効率化を目的に、被写体画像の撮影と同時に

工事写真における小黒板の記載情報の電子的記入および、工事写真の信憑性確認を行うことにより、現場

本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾を得たうえで

デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以降、「対象工事」と称する)とすることができる。

対象工事では、以下の（１）から（４）の全てを実施することとする。

(1) 対象機器の導入

　　受注者は、デジタル工事写真の小黒板情報電子化の導入に必要な機器・ソフトウェア等（以降「使用

　　機器」と称する）については、営繕工事写真撮影要領2.(3)に示す項目の電子的記入ができること、

　　かつ信憑性確認（改ざん検知機能）を有するものを使用することとする。なお、信憑性確認（改ざん

　　検知機能）は、「電子政府における調達のために参照すべき暗号のリスト（CRYPTREC暗号リスト）」

　　（URL「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」）に記載している技術を使用していること。また、

撮影の省力化、写真整理の効率化、工事写真の改ざん防止を図るものである。

　　受注者は監督職員に対し、工事着手前に本工事での使用機器について提示するものとする。

　　なお、使用機器の事例として、URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html」記載の

　　「デジタル工事写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を参照されたい。ただし、この使用機器の

　　事例からの選定に限定するものではない。

(2) デジタル工事写真における小黒板情報の電子的記入

　　受注者は、（１）の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する場合は、被写体と小黒板情報を電子

　　画像として同時に記録してもよい。小黒板情報の電子的記入を行う項目は、営繕工事撮影要領２．(3)

　　撮影方法」による。

　　ただし、対象工事において、高温多湿、粉じん等の現場条件の影響により、対象機器の使用が困難な

　　工種については、使用機器の利用を限定するものではない。

(3) 小黒板情報の電子的記入の取扱い

　　本工事の工事写真の取扱いは、営繕工事写真撮影要領に準ずるが、(２)に示す小黒板情報の電子的記入

　　については、同要領４．で規定されている写真編集には該当しない。

(4) 小黒板情報の電子的記入を行った写真の納品

　　受注者は、（２）に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真（以下、「小黒板情報電子化写真」と称

　　する。）を、工事完成時に監督職員へ納品するものとする。なお納品時に、受注者は

　　URL（http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html）のチェックシステム（信憑性チェック

　　ツール）又はチェックシステム（信憑性チェックツール）を搭載した写真管理ソフトウェアや工事写真

　　ビューアソフトを用いて、小黒板情報電子化写真の信憑性確認を行い、その結果を併せて監督職員へ

　　「工事打合せ簿」等により提出するものとする。なお、提出された信憑性確認の結果を、監督職員が

電子納品 1 本工事は、電子納品の対象工事である。

　「千葉県電子媒体（副本）納品事前受付書」を、携行すること。

　送付すること。その後、センターから発行される「千葉県電子媒体（副本）受領書」を監督職員に提出

　すること。なお、電子成果品は工事請負契約書第45条の対象とし、電子データに不備が確認された場合は、

　受注者は修正作業を行わなければならない。

　　確認することがある。

貸与しない・設計図CADデータ　： 貸与する

　電子納品は、「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】令和４年１月」（以下、

　「ガイドライン」という。）に基づいて行う。

2 工事完成検査時には、（公財）千葉県建設技術センター（以下、センターという。）から発行される

3 工事完成検査後は、速やかに電子媒体の１部と「千葉県電子媒体（副本）納品事前受付書」をセンターに

工事完成時の提出図書等は以下のものとする。

完成図面

完成写真

図面（A1版）見開き製本

本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

キャビネ版

サイズ

撮影箇所

A4版

　箇所

１部

１部

　部

１部

　部　箇所

仕　様 部数提出図書等

工事関係図書

完成時の提出図書等

4 ｢ガイドライン｣の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議の上で決定すること。

設計図CADデータ

貸与する設計図CADデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用してはならない。

図面（A1版）折りたたみ製本

工事写真 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「営繕工事写真撮影要領（令和 5 年版）」による。原則として、新築または増改築に係る面積が3,000ｍ2を超える建物の内、適用職種作業の各直接工事費が1,000万円以上の大規模工事に適用。

電気保安技術者

技能士の適用

監督職員事務所

工事用電力・水

・その他

工事用仮設物

足場その他

工事用水

工事電力 構内の施設

構内の施設

利用できない

利用できない 利用できる　(

利用できる　(

有償

有償

無償　)

無償　)

構内につくることが　 できる できない

建築工事 電気設備工事　　で設置する。）

配管施工(配管工事)

熱絶縁施工(保温工事)

建築板金施工(ダクト製作及び取付け)

冷凍空気調和機器施工(冷凍空調機器の据付)

設けない 設ける

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続等の費用はすべて受注者の負担とする。

別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

（

本工事で設置とする。

内部足場　　　(

外部足場　　　( 種

種

種

種　)

種 種　)

本工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第三条に定める工事管理者

(　　　　　　    　)の任命する監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安業務を行うものとする。

　建設副産物の処理完了後速やかに､「建設副産物処理調書」を作成し､１部提出するとともに、実際

　副産物処理承認申請書｣　を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書を１部提出すること。なお、

　建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は処分について許可業者と各々建設廃棄物処理契

　約を締結し、｢建設廃棄物処理委託契約書｣を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを同申

　請書に添付すること。

3)建設副産物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式による場合は、

2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準｣　に基づき、建設副産物の処理に先立ち、「建設

建 設 副 産 物

の  処  理  等 1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生資源利用計画書」

　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」

　並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同システムにより作成し、各１部提出する

　とともに、これらの記録を工事完成後一年間保存しておくこと。

◎作成対象工事

　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源利用実施書」

　及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」は最終請負

　金額額 100 万円以上の全ての工事について建設資材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかか

　わらず作成する。

1 共通事項

　また、電子マニフェスト方式による場合は､原則として廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき

2 建設発生土

　本工事により発生する建設発生土のうち、下記に示す建設発生土については、工事間流用を図るも

　のとし、下記指定地に搬出すること。

　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　　　工事　　　　市　　　　　町地先

　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3

　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。

　建設発生土(　　　　　m3)は、　　　　　　　　　　地先に搬出するものとする。

2)指定(A)(その他)の場合

1)指定(A)(工事間利用)の場合

　なお、詳細については監督職員の指示によるものとすること。

3)指定(B)の場合

　建設発生土(　　　　　m3)は、片道運搬距離　　　　　kmに搬出するものとする。

3 路盤廃材

　本工事により発生する

　路盤廃材(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　　　kmの

　　　　　　　　　　　　　に運搬し、処理するものとする。

4 建設廃棄物

　本工事により発生する

1)アスコン塊(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　kmの

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場）                            に運搬し、処理するものとする。

3)建設発生木材(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　kmの

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場）                            に運搬し、処理するものとする。

4)建設汚泥(　　　　　t)は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　kmの

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場）                            に運搬し、処理するものとする。

5)ガラスくず及び陶器くず（　　　ｍ3）は　　　　市　　　　　　町地先、片道運搬距離　　　kmの

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場）                            に運搬し、処理するものとする。

　なお、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

5 再生処理土

1)指定(A)(工事間利用)の場合

　本工事により再生処理した処理土のうち､下記に示す処理土については､工事間流用を図るものとし､

　下記指定地に搬出すること。

　ア　搬出先(相手先工事名、場所等)　　　　　　　　　　工事　　　　市　　　　　町地先

　イ　土質及び処理量　　　　　　　第　　種建設発生土　　　　　m3

　ウ　搬出時期　　　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

　なお、搬出手続き等は監督職員の指示によること。また、建設汚泥の再生利用に当たっては、平成

　18年6月12日付国土交通事務次官通知「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン」等に基づき、

　適正に処理すること。

留意事項

1 利用先の確保

2 中間処理施設の選定

　中間処理施設の選定に当たっては､利用先の品質要件にあう発生処理土を確保するため､他の残土

　と混ざらないようにいかに再生処理できるかが大きな要素となる。このため、経済性を含めて、

　総合的に判断する必要がある。

　の登録処理業者を活用して、50km範囲で検索する。

3 品質・安全性の確保

　処理土の品質・安全性を確認するため、土質試験、土壌分析試験などを行う。

4 一時保管

　利用先との工程調整のため一時保管する場合には廃棄物処理法等の手続きが必要となるので注意

　する。

　に要した処理費等を証明する資料(受入伝票、写真等)を監督職員に提示し確認を受けること。

　原則として複写式伝票の D 票及び E 票の写しを提示すること。

　指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報を提示すること。

猛暑による作業不能日数

　本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

　法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日及び夏季休暇（３日）を除く。）において、８時から１７

　時の間にWBGT値が３１以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を平均したもの。

ⅲ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、

　作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））

　がⅰ）の日数から著しく乖離した場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。

　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「標準仕様書」という。）

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和 7 年版）（以下「標準図」という。）

　　境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和7年1月28日変更閣議決定)｣による。

又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

　及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換システム(コブリス・プラス)」により作成

　し、施工計画書に含め各１部提出すること。

　建設発生土情報交換システム(コブリス・プラス)を活用して､建設発生土と同様､積極的に工事間

　利用により利用先の確保に努める。

　また､リサイクル原則化ルールに基づき、建設副産物情報交換システム(コブリス・プラス)

要

（抜取率 標準仕様書(機械設備工事編)による。

「機器と配管接続部」取り付け箇所は図示による。

(1) 地中埋設標

(2) 埋設表示用テープ

要 (図示による。)

要 (排水管を除く)

不要

不要

別表－２　保温工事仕様による。

屋外露出部（ 下記の機器類 給水管 消火管 膨張管 ドレン管（配管類には弁類を

含む））は　　 防凍保温　　  凍結防止ヒーター）を行う。

（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防凍保温は、厚さを配管の呼び径25以下は50mm、呼び径32以上は40mmとし、保温を施す。

多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

(　　浴室（ユニットは除く）　　　　　　                                  　　    　　）脱衣室

屋内露出 （　　実験室　　　　　　　）の保温外装は（ ）とする。

絶 縁 継 手

地中埋設標等

保　　　温

ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

凍結防止ヒーターは、自己サーモ式とし、保温を施すものとする。

（ d ) （ e )

機器性能試験成績書

総合試運転調整報告書

電子成果品 電子納品による
　部

２部

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に設ける。

説明板の大きさは約　　　m2とする。

本工事　　　 別途

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

風量調整 水量調整 室内外空気の温湿度の測定

室内気流及びじんあいの測定 飲料水の水質の測定

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格による

標準品としてよい。

1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人　

建築研究所監修）による。

(1) 機器の据付け及び取付け

　　設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

　　地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

上層階、屋上

及び塔屋

中間階 1.5

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

 重要機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

 一般機器

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

 重要機器

1.0

0.6

0.4

0.6

1.5

1.0

1.0

0.6

0.6

 一般機器

特定の施設 一般の施設

防振支持の機器

機　　　器

機　　　器

防振支持の機器

機　　　器

防振支持の機器地階・１階

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　13階建以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

 機器種別設置場所

水　槽　類

水　槽　類

水　槽　類

運転操作説明板

機材の承諾図

電動機

容量等の表示

耐 震 措 置

・重要機器は次のものを示す。

給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

換気機器

監視制御設備

空調機器

危険物貯蔵装置

熱源機器

火を使用する設備

防災設備

避難経路上に設置する機器

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

・水槽類にはオイルタンクを含む。

2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

騒音の測定

雑用水の水質の測定

総合試運転調整

機械設備工事機材承諾図様式集(令和 7 年版)によるほか、監督職員との協議による。

建築物等の利用に関する説明書 機器取扱い説明書

官公署届出書類
保全に

関する資料

　　　　　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋外 ドレン管　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

金属電線管 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）指定色塗装溶融亜鉛メッキ仕上げ［付着量300g/㎡以上］

指定色塗装

指定色塗装屋内

露出機材の塗装仕上げは下記による。

既存コンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッターを

用いる。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編 1.5.1 表 4.1.11 による。

(　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

( 槽内 )の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

は   つ   り

電   線   類

天井仕上区分

吊り及び支持金物

施 工 調 査 下記によるほか、改修標準仕様書第１編1.5.1及び1.5.2による。

調査項目

既設配管を含む部分の試験 不要

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を

用いて施工する。

別表－３　工事区分表による。

建設機械は、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 不法・違反無線局(不法パーソナル無線)を設置したトラック､ダンプカー等を工事現場に立ち入らせ

　　ないこと。

受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

(1) 積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(2) さし枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

(3) 過積載車輌､さし枠装着車､不表示車等から土砂等の引渡しを受ける等過積載を助長することのない

　　ようにすること。

(4) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を土砂等運搬に

　　使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。

(5) 建設発生土の処理及び骨材の購入等に当たって､下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害する

　　ことのないようにすること。

(6) 以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。

受注者相互の緊密な連絡調整を図り､協力して工事を安全円滑に実施することを目的とする「工事関係者

連絡会議」を設置すること。

本工事については、工事目的物及び工事材料を次に示す内容で火災保険、組立保険その他の保険に附す

ること。

(1) 被保険者　　発注者、受注者及びその全下請負人

(2) 保険金額　　請負代金全額

(3) 保険期間　　工事着手のときから工事引渡しまでの期間

なお、保険契約を締結したときは、その証券又はこれに代わるものを直ちに監督職員に提示すること。

基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員の確認を受けた後、以下に示

す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の手続により登録するとともに、登録内容確認書

の写しを提出する。

(1) 工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

(2) 登録内容の変更時　　契約事項の確定日から10日以内

(3) 工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫に関する項目､または地域社会への貢献として

評価できる項目に関する事項について､工事完了時までに所定の様式により提出することができる。

工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署などへの必要な手続等は受注者が代行し、遅滞なく行う。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

1 通常工事時

2 低入札価格調査制度調査対象工事時

千葉県建設工事検査要綱(検査の区分を規定)および中間検査実施細則(中間検査実施区分を規定)の定

めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間検査を実施する。

(1) 調査対象工事の中間検査の実施は、｢中間検査実施細則｣に関わらず原則として2ケ月に1回、隔月ご

　　と、及び主要工種を考慮し施工上の変化点等で行うが、実施時期は監督職員が指定する。

　　なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。

(2) 中間検査は､通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を行うが､給付の対象

　　とはしない。

　　月　　日～　　　月　　日　（期間中も行事等により、短期の施工不能日あり）

改修工事の部分使用

　　月　　日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。

部分使用箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は、基本的に「その日のうち（24時間

以内）」に回答するよう対応することである。

ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、回答期限を設け

るなど、何らかの回答を「その日のうちに」することとする。

１）受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら施工すること。

２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照査し、差異

　　が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて監督職員へ報告すること。

試　　　験

既存躯体への穿孔

環 境 対 策

工事現場管理

過積載による

違法運行の防止

安 全 対 策

保        険

施 設 点 検

工事実績情報の

登録

創意工夫等の実施

官公署その他への

届出手続等

施工図等の取扱

中 間 検 査

条件明示項目

ワンデーレスポンス

他工事との取り合い

はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い報告すること。

塗装、仕上げ

調査範囲

調査方法 図　示

石綿含有分析調査

また、発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力すること。

合成樹脂製カバーは下記による。

１シートタイプ　　　２ジャケットタイプ　　　３保温化粧カバータイプ

(1) 本工事に使用する材料・機材等は､設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有す

　　るものとする。

材料・機材の品質等

２部

　部建築物等の利用に関する説明書は「建築物等の利用に

関する説明書作成の手引き」に基づき作成すること。

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１｢手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」における２の(1)手すり据置方式

本工事の最終請負代金(消費税込)が、500万円以上となる場合には、工事実績情報システム(コリンズ)に

本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、１年目及び２年目に施設点検（不具合の有無を

確認し、その処理について協議）を行うので、施設改修課から依頼があり次第、施設点検に立ち会い協力

するものとする。

ⅱ）上記ⅰ）は、環境省が公表する関東地方_千葉県_千葉市地点におけるWBGT値（気温、湿度、日射・輻射を考慮し

　環境省が公表する関東地方_千葉県_千葉市地点におけるWBGT値が３１以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全

千葉市美浜区中瀬

受水槽＋加圧給水ポンプ

G種

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場）  丸徳興業（株）   に運搬し、処理するものとする。

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場） 丸徳興業（株）  に運搬し、処理するものとする。

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場） 丸徳興業（株）  に運搬し、処理するものとする。

A2版 ２部

機械室

共同溝・ピット

既存資料調査

要　（方法及び圧力：目視による漏洩確認）

中間検査を実施する　　（　回数　１　回　、　実施時期　監督職員の指示による　）

中間検査の範囲　　（　協議による　）

施工可能期間　M-002に記載された各ホール貸止期間とする。

特

001

中央方式

共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　暗渠内　）を適用する。

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

4項 特定の施設国際展示場１～８ RC・S 地上3階 99,242

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

2)コンクリート塊(　0.01t)は　千葉市　花見川区地先、片道運搬距離　8.2kmの

　（※ 中間処理場　・ 最終処分場）      丸徳興業（株）    に運搬し、処理するものとする。

6)金属くず（   0.1ｍ3）は　千葉市　花見川区地先、片道運搬距離　8.2kmの

7)廃プラスチック（   　　　ｍ3）は　　　市　　　　　地先、片道運搬距離　　　　kmの

8)混合廃棄物（  44　ｍ3）は　千葉市　花見川区地先、片道運搬距離　8.2kmの

　た暑さ指数）過去５年分（2021年～2025年）について、本工事の工期に対応する期間（行政機関の休日に関する

ⅰ）作業不能日数：７日間（工期の始期は令和８年１０月６日で算定）



千葉県図　名

工事名

・ ・製　　図
年 月 日機械設備工事特記仕様書（２）

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項章

設計用温湿度 下表による。 (　　　　　　　　　) の温度条件による。

夏　期

冬　期

温度

(DB)

湿度

(RH)

湿度

(RH)

温度

(DB)

湿度

(RH)

温度

(DB)

湿度

(RH)

温度

(DB)

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％℃

外　　気
一般系統

鋼 板 製 煙 道

鋼板厚　（ 3.2mm

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

ダ　ク　ト 低圧ダクト　( コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

アングルフランジ工法

高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

風 量 測 定 口

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

取り付け箇所は図示による。

チ ャ ン バ ー

(2) 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りした

　　チャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

(3) ガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

(1) 防煙ダンパー 復帰方式( 遠隔 )定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

(2) ピストンダンパー 復帰方式( 遠隔 )

ダ　ン　パ　ー

(1) 冷温水管

(2) 冷却水管

(3) 油　　管

(4) 蒸 気 管 給気管

還　管

(5) 高温水管

(7) ドレン管

(8) 冷媒管

配 管 材 料

弁      類 JIS 又は JV　(

鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

ファンコイルユニットには、 流量調整弁

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

温　度　計

圧　力　計

瞬間流量計

なお、瞬間流量計（

制御盤には、( 給油ポンプ制御 満油警報 遠隔警報 漏えい検知警報

返油ポンプ制御 減油警報 ）の端子を設ける。

油面制御装置

図示の位置に取付ける。絶縁継手

保 温 及 び

消 音 内 貼 り

還りダクトの保温　　範囲は（

外気ダクトの保温　　範囲は（

）

）

冷媒管の保温外装は別表ー２による。

ダ  ク  ト 低圧ダクト　( コーナーボルト工法（長辺の長さが 1500 mm以下の部分）

アングルフランジ工法 )　とする。

高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

ダ  ク  ト 亜鉛鉄板

図示による。

ワイヤー式

排煙口の形式

排煙口手動開放装置

(開放及び復帰方式)

排煙風量測定

方法に準ずる。

電気計装用配線

図示による。

使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

自動洗浄装置

及びその組み込み

配 管 材 料 (1) 一般配管

(2) 地中埋設配管

水      栓 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

( ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。)

量  水  器 親メーター ( 貸与品 ） （ 直読式 パルス式　）

子メーター ( 買い取り ） （ 直読式 パルス式　）

水道事業者指定品 ( 貸与品 買取り　)量 水 器 桝

絶縁継手 図示の位置に取付ける。

弁      類 JIS 又は JV

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　cm ） 構内道路は（　　　cm ）以上とする。

ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

水  栓  柱 合成樹脂製

建物導入部配管 標準図（建物導入部の変位吸収配管要領）の（

引込納付金等 要　( 別途工事 本工事　) 不要

(a)

配 管 材 料 (1) 屋　　内 汚　水　管

雑排水管

通気管

(2) 屋　　外 第一桝まで

桝　　　間

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管 (RF-VP) でもよい。

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。洗面器等の排水管

撤 去 内 容 図示による。

排
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設
　
備
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設
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設
　
　
　
　
備

4.5mm　）

スパイラルダクト 　)　とする。

5K 10K(図示部分)　)

固定型

図示による

スパイラルダクト

普通鋼板（厚1.6mm）

電気式( 遠隔操作 要 不要 )

引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中配管は、

( 　）とし、他の部分は(1)による。

標準図 MC 形

アルミニウム合金製 人造石とぎ出し製 ステンレス製

保　温　材 保温材は、配管・ダクト等より分離する。

ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。支持金物等

石綿含有品

撤
　
　
　
去
　
　
　
工
　
　
　
事

水道直結部分 ( 10K )

その他の部分 (  5K )

小便器 個別感知ﾌﾗｯｼｭ方式（一体型）

洗  面  器 手洗器は止水栓付とする。

標  記  板 要 材質( )  ( 大便器

自動水栓の

電源供給方式

ＡＣ電源

衛生器具ユニット ユニットの配管材料は、図示による。

タンク式は６．５Ｌ/回以下とする。洋風便器

浴室ユニット 仕様は別図による。

制御盤 ( 要 不要　　）

小便器　） 不要

自己発電

ポンプアップ排水管

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

取付箇所は図示による。風 量 測 定 口

空気調和設備の当該項目による。ダ　ン　パ　ー

浴室(シャワー室、脱衣室を含む)系統

高圧2ダクトのシール 長方形ダクト

円形ダクト

空気調和設備の当該項目による。チ ャ ン バ ー

保      温

厨房 湯沸室(

厨房系統

Ｎ＋Ａシール

Ａ，Ｂシール

Ｂシール

Ｃシール

屋　内　(調　整　目　標)

(6) 膨張管、空気抜き管及び

　　膨張タンクよりボイラー等への補給水管

ステンレス鋼管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

定流量弁　を設置する。

なお､フロートスイッチ部と制御盤間の配管・配線は製造者の標準仕様とする。

着脱型）はピトー管方式とし、止水コック付とする。

膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.4 の温水管の項による。

建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.4 温水管の項による。(エア抜き弁以降の

配管は、除く)

空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編 3.1.5 の排水管の項による。

厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1番手厚いものを使用する。

）の隠ぺいダクト（仕様はh・(ｲ)・Ⅸ）とし、範囲は図示による。

中央監視制御装置 有り ( 新設 既設　) 無し

システム構成・機能

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

(3) 水道直結配管

管の地中埋設深さ

撤去方法 図示による

金属類 　( 機器類 ダクト 配管 その他金属類 )の処理は

(

発生材の処理

特別管理産業廃棄物 ( ）の処理は

(

石綿含有産業廃棄物 ( ）の処理は

(

上記以外のもの ( ）の処理は

(

建設リサイクル法における再資源化等を行なう特定建設資材の構外搬出処理を本工事とする。

本工事冷媒（フロン類）

の回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３により、次の書類を

監督職員に提出する。

フロン回収行程管理表の写し

特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

構外搬出適切処理　                                       ）とする。

配管用成形保温材 フランジ用ガスケット

構外搬出適切処理　　　別途　　）とする。

構外搬出適切処理　　　別途　　）とする。

構外搬出適切処理　　　別途　　）とする。

別途

上ガス対策 なし

あり (

施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

そ
 の
 他

自然換気口

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　)

ガス抜き管 強制換気装置 ガス検知器

建築設備定期検査業務基準書(2023年版)(（一財）日本建築設備・昇降機センター)の排煙風量の検査

（　　保温範囲及び仕様は図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全熱交換ユニット用の排気用ダクト

全熱交換ユニット用の外気取入れダクト

（　　保温範囲及び仕様は図示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

洗浄水量は２Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

排気ダクトのシール

(b) (c) (d) (e) ）による。

満水試験継手

・ため桝

インバート桝 プラスチック桝　（ 標準図による。 　　　　　　　　　　　　　　）

コンクリート桝　（ 標準図による。 本図面の施工要領図による。 ）

配 管 材 料

弁      類 JIS 又は JV　(

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

3.1.5表 2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

配 管 材 料 (1) 屋内消火栓 一　般

地　中

(2) 連結送水管 一　般

地　中

(3)

給
　
湯
　
設
　
備

消
　
　
　
　
　
火
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

図示の箇所に取り付ける。

屋内消火栓種別

屋内消火栓開閉弁 １０ｋ

保      温 屋外露出配管は標準仕様書第２編 3.1.5　e2・(ハ)・Ⅶによる保温を行う。

標準図(建物導入部の変位吸収配管要領)　(建物導入部配管

別図による。不活性ｶﾞｽ消火設備

泡消火設備 別図による。

(b)

シ ス テ ム

厨房用熱源

機器の機能等

ドライシステム

図示による。

図示による。

ガ ス 種 別 都市ガス　 (供給者名 : 　　　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　　MJ/m3 (N)　)

液化石油ガス

都市ガス ガス事業者の供給規定による。

液化石油ガス (1)　一　般

(2)　地　中

別途　( 50kg )　× 本充 て ん 容 器

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　　本組。

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）（ (b)　)　による。

子メーター（買い取り）（

親メーター（貸与品）　（ 直読式 パルス式（パルス発信器は

直読式 パルス式 ）

買い取り ）)

本工事（図示による）

外部警報端子（ 無 有　）

要

要

要 (

横型

別図による。

排水再利用設 備 方 式

仕　様　等

メ ー タ ー

転 倒 防 止 等

集 合 装 置

ガス漏れ警報器

漏洩検知装置

電 気 防 食

引込負担金等

バルク貯槽

仕　様　等 別図による。

厨
 
房
 設
 備

ガ
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
　
備

排
水
処
理
設
備

雨
水
利
用
設
備

(a) (c) )　による。

5K 10K（図示部分）)

(a)

別途工事

不要

不要

別途工事

竪型　　（液化石油ガス貯蔵能力　　　　ｋｇ）

本工事　) 不要

配 管 材 料

浄化槽 厨房除害

放流納付金等 要　( 別途工事 本工事　) 不要

ステンレス配管に取付ける弁類は、ステンレス製とする。

保      温

標準仕様書第２編 2.4.8(5)による。

易操作性１号消火栓 ２号消火栓 広範囲型２号消火栓

大便器、小便器、洗面器及び掃除流しとの接続管は、ビニル管 (RF-VP) でもよい。

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事
特

002

℃34.8 59

2.2 45

28 45

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）80A以下sch80,100A以上sch40

圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）sch80

図示による 全て

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管



ｶﾗｰ

―

千葉県図　名

工事名

・ ・製　　図
年 月 日

―

屋内露出(一般居室、廊下)

機械室、書庫、倉庫

給湯管

別表－２

＋合成樹脂製カバー

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

ブライン管

冷媒管

(膨張管含む)
冷温水管

冷水管

保温工事仕様 ＊　適用する保温区分　（ ● 印の付いたものを適用し、○ 印のものは適用しない。）

給排水衛生設備配管

給水管

排水管

 暗渠内は除く｡)

(空調機等の排水

 管含む。)

(屋外露出､床下､

通気管

(屋外露出､床下､

 暗渠内は除く｡)

(排水管の分岐点

(膨張管含む)

給湯管

 のみ)

(屋外露出部分

 より100mm以下

消火管

 の部分)

区　　　分 項　　目
保温材

保　　温　　仕　　様
GW RW PSF

給水管

排水管・通気管

給湯管

給水管

排水管・通気管

給湯管

給水管

排水管・通気管

給湯管

―

外装材

SUS AL

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

―――

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

＋原紙＋アルミガラスクロス

天井内､パイプシャフト内､

空隙壁中

アルミガラスクロス化粧保温筒

＋アルミガラスクロス粘着テープ

給水管･消火管

給湯管
(厨房の天井内は含まない)

浴室、厨房等の多湿箇所

(バルコニー､開放廊下含む)

屋外露出

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

＋ポリエチレンフィルム＋外装材

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

＋ポリエチレンフィルム

＋着色アルミガラスクロス

給水管
暗渠内(ピット内含む)

― ― ―

― ― ―

グラスウール保温筒(GW)

ロックウール保温筒(RW)

ポリスチレンフォーム保温筒(PSF)

80A以下：20㎜､100A～150A：25㎜､200A以上：40㎜

80A以下：20㎜､100A 以上：25㎜

保温厚

給排水衛生設備機器

鋼製タンク

排気筒

貯湯タンク

鋲(PSFの場合鋲又は接着剤)

＋保温板(厚さ25㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

屋内

屋外
鋼製タンク

屋内

屋外
貯湯タンク 鋲＋保温板(厚さ25㎜)＋鉄線＋外装材

排気筒 隠ぺい箇所
保温帯(厚さ50㎜)＋鉄線

＋アルミガラスクロス＋金網

空気調和設備配管

温水管

(膨張管含む)

蒸気管

(低圧(0.1MPa未

 満)の蒸気)

温水管

蒸気管

温水管

蒸気管

温水管

蒸気管

屋内露出(一般居室、廊下)

機械室、書庫、倉庫

天井内､パイプシャフト内､

空隙壁中

保温筒＋鉄線＋合成樹脂製カバー

保温筒＋鉄線＋原紙

＋アルミガラスクロス

アルミガラスクロス化粧保温筒

＋アルミガラスクロス粘着テープ

屋外露出

(バルコニー､開放廊下含む)

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

保温筒＋鉄線

＋ポリエチレンフィルム＋外装材

温水管

蒸気管

保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム

＋着色アルミガラスクロス

温水管

蒸気管
暗渠内(ピット内含む)

保温厚
グラスウール保温筒(GW)

ロックウール保温筒(RW)

80A以下：20㎜､100A～150A：25㎜､200A以上：40㎜

25A以下：20㎜､32A～50A：30mm､65A 以上：40㎜

温水管

蒸気管

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

＋ポリエチレンフィルム

＋合成樹脂製カバー

屋内露出(一般居室、廊下)

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

冷水管

(水温度2～4℃)

保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム

＋原紙＋アルミガラスクロス

保温筒＋粘着テープ

＋ポリエチレンフィルム

＋アルミガラスクロス

機械室、書庫、倉庫

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

冷水管

(水温度2～4℃)

天井内､パイプシャフト内､

空隙壁中

天井内、パイプシャフト内

＋アルミガラスクロス

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

＋ポリエチレンフィルム

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

冷水管

冷温水管

冷媒管

ブライン管

屋外露出

(バルコニー､開放廊下含む)

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

暗渠内(ピット内含む)

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

保温筒＋鉄線(PSFの場合粘着テープ)

＋ポリエチレンフィルム

＋ポリエチレンフィルム＋外装材

＋着色アルミガラスクロス

グラスウール保温筒(GW)

ロックウール保温筒(RW)

ポリスチレン

フォーム保温筒

(PSF)

冷水管･冷温水管

冷水管(水温度2～4℃)

ブライン管

25A以下：30㎜､32A～200A：40mm､250A 以上：50㎜

25A以下：30㎜､32A～200A：40mm､250A 以上：50㎜

20A以下：30㎜､25A～100A：40mm､125A 以上：50㎜

25A以下：40㎜､25A～ 80A：50mm､100A 以上：65㎜

保温厚

施　工　箇　所

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― ― ―

―

―

―

―

―

―

―

――

―

――

― ―

―

――

― ―

―

――

―

――

― ― ―

―――

―

― ―

― ―

―

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

―――

別表－３

工  事  区  分  表

施  工  区  分

建築 電気 機械
工    事    内    容

鉄筋補強

スリーブ、型枠

鉄筋補強

スリーブ、型枠

補強とも

補強のない場合

一次側

二次側

電源供給

操作

回路

配管

配線(　　)

電源供給

配管

配線(　　)

操作

回路

防油堤

インサート、吊りボルト

煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

天井吊り形FCU及び全熱交換形換気扇　(接地とも)

制御盤と動力盤の間　(接地とも)

機器付属の制御盤　(接地とも)

はり、床、壁貫通部

埋込形(分電盤、端子盤、プルボックス)、風道

埋込形消火栓ボックス、吹出口、吸込口、換気扇、大便器等

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類の切込み

スリーブ穴埋め、型枠穴埋め

鉄骨、PC板等への穴開け、補強、スリーブ入れ(工場加工)

配電盤、制御盤、発電機、キュービクル

受水槽、サービスタンク

配電盤、制御盤、キュービクル

受水槽、消火水槽

テレビアンテナ、避雷針

高架水槽、クーリングタワー、消火栓補給水槽

架台、アンカーボルト

屋内

屋外

屋上

床、天井、壁

配線ピット、トレンチピット

開
　
　
口
　
　
部

基
　
　
　
　
礎

点
　
　
検
　
　
口

配
　
　
管
　
　
　
配
　
　
線

換気扇枠

外部取り付けガラリ(ダクト、チャンバー接続用フランジを含む)

別表－１

機　　　材　　　等

冷媒配管支持要領

土間下配管詳細図

土間鉄筋に結束のこと 土間鉄筋に結束のこと

土間鉄筋

土間鉄筋

インサート金物

土間コンクリート中間位置程度

土間下地中配管は、9φ鉄筋

(タールエポキシ塗り)にて、

Ｕ字型支持のこと。

支持間隔は、仕様による。

吊りバンド、棒鋼はステンレス製とする。

棒鋼を土間鉄筋に結束する場合は、直接、

接しないよう電蝕防止策を施すこと。

支持間隔は、仕様による。

吊りバンド、棒鋼はステンレス製とする。

棒鋼を土間鉄筋に仮止めする場合は、直接、

接しないよう電蝕防止策を施すこと。

支持間隔は、仕様による。

インバート桝 施工要領図 S-1　・　S-2

　ずる。

コンクリ-ト蓋(鉄筋入)

W

A

T

100100

既製桝側塊

既製桝縁塊

目地モルタル

コンクリ-ト

B

H

1
5
0

以
上

t
10

0

6
0

1
0
0GL

捨コンクリ-ト

深さ

寸法

H＝600以下

R-1

450×450

520×520

650×650

45

100

W

A

B

T

t

H＝600超

R-2

600×600

670×670

800×800

50

120

1.コンクリート蓋は、既製桝用とし、鉄筋

　入とする。

2.既製桝側塊、縁塊は、すべて鉄筋入り

　とする。

3.鋳鉄蓋を使用する場合は汚水桝に準

A

10
0

W

GL

5
0

6
0

1
00

t
H

T

100 100

捨コンクリ-ト

コンクリ-ト

モルタル

モルタル仕上げ

既製桝縁塊

目地モルタル

既製桝側塊

深さ

寸法

H＝600以下

S-1

H＝600超

S-2

W

T

t

A

450×450

45

100

700

600×600

50

120

850

1.蓋は鋳鉄製防臭蓋とする。

　(鎖付き、汚水マーク入り)

2.既製桝側塊、縁塊は、すべて鉄筋入り

　とする。

3.既製桝側塊、縁塊は、ズレを防止する構

　造とする。

ため桝 施工要領図 R-1　・　R-2 桝蓋仕様

名 称 記 号 実内径

防臭中耐蓋

防臭中耐蓋

防臭重耐蓋

防臭重耐蓋

MHA-45

MHA-60

MHD-45

MHD-60

450φ

600φ

450φ

600φ

受　枠

560

710

560

710

安全荷重

1500kg以上

1500kg以上

5000kg以上

5000kg以上

備　　考

桝標準構成表

側 塊

1 1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

既製

縁塊600H450H300H150H

1290　～　1430

1140　～　1280

 990　～　1130

840　～　980

690　～　830

530　～　680

710　～　850

560　～　700

400　～　550

250　～　400

H

600

600

600

600

600

600

450

450

450

450

W

断熱材被覆銅管

保護プレート

支持金具

１５０ｍｍ以上

― ―

― ―

― ― ―

躯体と一体のもの

上記以外

鉄筋基礎

無筋基礎

躯体と一体のもの

上記以外

機械設備工事特記仕様書（３）

20㎜以上ガス管保温厚

― ― ―

― ― ―

　　　　　　

機械室､書庫､倉庫

屋内露出(一般居室､廊下) 合成樹脂カバー

合成樹脂カバー

保温化粧ケース（

保温化粧ケース（

　　　　製 ）

　　　　製 ）

屋外露出
ステンレス鋼板

保温化粧ケース（ 樹脂製 　　　　　　　製 ）

外装材
(断熱材被覆銅管)

冷媒管

空気調和設備機器

冷温水ヘッダー

冷水ヘッダー

冷温水タンク

冷水タンク

温水ヘッダー

蒸気ヘッダー

温水タンク

還水タンク

熱交換器

膨張タンク

冷温水ヘッダー

冷水ヘッダー

冷温水タンク

冷水タンク

温水ヘッダー

蒸気ヘッダー

温水タンク

還水タンク

熱交換器

膨張タンク

屋外

屋内 鋲(PSFの場合鋲又は接着剤)

＋保温板(厚さ50㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

屋内

屋外

鋲＋保温板(厚さ50㎜)＋鉄線＋外装材

屋内

屋外
鋲＋保温板(厚さ25㎜)＋鉄線＋外装材

空気調和設備ダクト 屋内露出(一般居室、廊下) 鋲＋保温板(厚さ50㎜)＋外装材

鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板

(厚さ25㎜)＋アルミガラスクロス粘着

テープ

機械室、書庫、倉庫、屋内

隠ぺい、ダクトシャフト内

屋外露出

(バルコニー､開放廊下含む)

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

鋲＋保温板(厚さ50㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

ダクトは､保温

厚25㎜とする)

(全熱交換器用

長方形ダクト

屋内露出(一般居室、廊下) 保温板(厚さ50㎜)＋外装材

機械室、書庫、倉庫、屋内

隠ぺい、ダクトシャフト内

アルミガラスクロス化粧保温板

(厚さ25㎜)＋アルミガラスクロス粘着

テープ

屋外露出

浴室、厨房等の多湿箇所

(厨房の天井内は含まない)

保温板(厚さ50㎜)

＋ポリスチレンフィルム＋鉄線＋外装材

(全熱交換器用

スパイラルダクト

ダクトは、保温

厚25㎜とする)

消音内張り
サプライチャンバー

鋲＋保温板(厚さ50㎜)

＋ガラスクロス＋銅きっ甲金網

消音チャンバー・消音エルボ 鋲＋保温板(厚さ25㎜)＋ガラスクロス

排煙ダクト

長方形 屋内隠ぺい

鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板

(厚さ25㎜)＋アルミガラスクロス粘着

テープ＋きっ甲金網

円 形 屋内隠ぺい

アルミガラスクロス化粧保温帯(厚さ

25㎜)＋アルミガラスクロス粘着テープ

＋きっ甲金網

煙道 長方形

円 形
ブランケット(厚さ75㎜)＋鉄線＋外装材

(バルコニー､開放廊下含む)

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

――

―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ―

―

―

※ 凡例 保温材 GW ：グラスウール保温材 RW ：ロックウール保温材 PSF：ポリスチレンホーム保温材

外装材 SUS：ステンレス鋼板 AL ：溶融アルミニウム－亜鉛鉄板

ロックウール保温材を使用すること

※　配管の保温は、継手及び弁類を含む。図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、標準仕様書による。

― ―

― ―

液管保温厚　 10㎜以上

※　不燃材以外の配管が建築基準法施行令第112条第20項に規定する準耐火構造等の防火区画を貫通する場合貫通部より 1ｍ 以上は

ｶﾗｰ：塗装亜鉛系めっき鋼板

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事
特

003



：工事箇所を示す。

案内図・配置図・工事範囲図 N.S（A1）

Ｍ－０２

機械設備の改修

工　事　内　容 工　事　場　所

4,6ホール空調機械室

案内図　　NO SCALE 配置図・工事範囲図　　NO SCALE

N

幕張メッセ・    期

幕張メッセ・    期

海浜幕張駅

N

幕張メッセ（国際展示場）

9～11ホール

幕張メッセ  イベントホール

幕張メッセ（国際展示場）

1～8ホール

千葉市道

（千葉臨海線）

千葉市道

（中瀬幕張町線）

道路境界線

道
路

境
界

線

道路境界線

千葉市道

（路線名未定）

道
路

境
界

線

幕張メッセ  国際会議場

浜田川

展示場 1 展示場 2 展示場 3 展示場 4 展示場 5 展示場 6 展示場 7 展示場 8

展示場 9

展示場 11

展示場 10

駐車場便所棟

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

千葉県千葉市美浜区中瀬2丁目1番地

①　展示場4,6ホール前中央モール：空調設備改修

①4ホール中央モール

①6ホール中央モール

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

中央機械室

中央機械室

②　中央機械室：空調自動制御空気源装置更新

③　中央機械室：中水槽滅菌装置更新

②③　中央機械室



数量ACU-C411

2

1

2

温度計

間接排水口 200×50

GV20（水抜き）

圧力計 2

Y型ストレーナー100

二方弁装置100×80 1

GV100

1

2

1空調機トラップ 50

冷

水

排

水

数量ACU-C412

2

1

2

温度計

間接排水口 200×50

GV20（水抜き）

圧力計 2

Y型ストレーナー100

二方弁装置100×80 1

GV100

1

2

1空調機トラップ 50

冷

水

排

水

1 2

2

1

キープラン　N.S

機器番号 系統名

機器仕様 ファンユニット
全

熱

交

換

器

非

常

電

源

風

量

制

御

コイル

CH：冷温水コイル、C：冷水コイル、H：温水コイル(再熱兼用)
加湿ユニット

フィルター

台

数
設置場所 備考

プレ

中

性

能

高

性

能型式
設置

位置

送風量

還気量

外気量

排気量

機外

静圧

電動機
組

合

せ

用途

能力 入口空気 出口空気
入口

水温

出口

水温
水量

種

別

有効

加湿量

消費電力

1Φ-200V

パ

ネ

ル

形

自

動

巻

取

形m3/h m3/h Pa kW kW DB℃ WB℃ DB℃ WB℃ ℃ ℃ L/min kg/h kW

ACU-C411

ACU-C412
 コンパクト型 床置

11,350 11,350 450 

INV C

冷却207.36 34.8 28.0 14.0 13.0 7.0 14.0 424 

- - ● - ● - 2
3F　北機械室7

3F　北機械室8

 中央モール

（4ホール前） 

再熱 - - - - - - - -

- - - -
加熱 - - - - - - - -

加湿 - - - - - - - -

ACU-C611

ACU-C612
 コンパクト型 床置

9,650 9,650 380 5.5 

INV C

冷却176.31 34.8 28.0 14.0 13.0 7.0 14.0 361 

- - ● - ● - 2
3F　北機械室11

3F　北機械室12

 中央モール

（6ホール前） 

再熱 - - - - - - - -

- - - -
加熱 - - - - - - - -

加湿 - - - - - - - -

【注記】 1．　公共建築仕様とする。

2．　機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

3．　電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

4．　電源周波数は50Hzとする。またモーター極数は4Ｐ以上とする。

5．　起動方式は特記無き限り7.5kW以下直入起動・11kW以上は、スターデルタ起動とする。

6．　電動機の保護方法は、室内は防滴防護型で屋外は全閉防まつ型とする。

8．　風量制御装置　　 SD：スクロールダンパー  INV：インバータとする。（制御盤共機器付属）

9．　床置型の場合はファンセクションのみをスプリング防振とし、

     天吊型の場合は本体をスプリング防振吊とする。

機器表

名称 記号 形式 制御範囲
設定風量 電源

台数 系統 備考
[m3/h] 相 V kW

変風量装置 VAV-1 電子式（風速センサー形） 0～100％（比例制御） 0 - 1,850 - 11,350 1 24 0.1 2 ACU-C411,C412　外気

変風量装置 VAV-2 電子式（風速センサー形） 0～100％（比例制御） 0 - 150 - 9,650 1 24 0.1 2 ACU-C611,C612　外気

定風量装置 CAV-1 電子式（風速センサー形） 0％・100％ 0 - 9,500 1 24 0.1 2 ACU-C411,C412　還気

定風量装置 CAV-2 電子式（風速センサー形） 0％・100％ 0 - 9,500 1 24 0.1 2 ACU-C611,C612　還気

[注記]

1．全閉機能付とする。

2．風速センサー式とする。

3．VAVコントローラー(自動制御設備で支給)を取付け、配線及び風量パラメータを設定の上、現場に納入する。

4．消音BOX付とする。

5．設定風量欄は風量の調整範囲を示す。

2800W×1400D×150H

100

100

100

100

2800W×1400D×150H

GV100x2 GV100x2

(不断水分岐工法)
(不断水分岐工法)

鉄筋D13-@200 鉄筋D13-@200

手すり先行足場

900×1800×3000H×10基

手すり先行足場

900×1800×3000H×10基

ACU-C411

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

SAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h11,350

個数

1

ACU-C411

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

RAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h11,350

個数

1

ACU-C412

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

SAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h11,350

個数

1

ACU-C412

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

RAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h11,350

個数

1

 C  C 

 
C
 

 
C
 

 CR  CR 

 
C
R
 

 
C
R
 

 D  D 

Ｍ

Ｍ－０３

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備

空調設備更新　機械室詳細図（1）　（新設） 1/100（A1）

３ 階北機械室７ 　 ダク ト 詳細図 ３ 階北機械室８ 　 ダクト 詳細図

MVDMVD

MVD MVD

MVDMVD

　 S=1: 100　 S=1: 100

1

は新設を示す。

は既設を示す。

注1．

注2．

87654321

46

CX

47

CX

48

CX

3, 750 6, 000

23

CY

22

CY

21

CY

20

CY

19

CY

9,
00
0

1
0,
50
0

2,
25
0

2
,2
50

56

CX

55

CX

54

CX

3, 7506, 000

23

CY

22

CY

21

CY

20

CY

19

CY

9,
00
0

1
0,
50
0

2,
25
0

2
,2
50

ACU-C401

FR-C401

FE-C403

VAV-52

ACU-C403

FR-C403

FE-C404

ACU-C411 ACU-C412

CAV-1

VAV-1 VAV-1

CAV-1

3500x2500x1600H

SAチャンバー

5400Wx4500Hx600L

1000x2000

2200x700

VAV-52

x1000

GW25t内貼

SFD

遮音

3250x1800x1600H GW25t内貼

VD

1000x3400
1500

x1500

（ 下）

1750x1600x3000L
VD

SFD 遮音

FD

450x450

400x400

1500x1500

300x300

450

x200

1500

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

2000

2300x1000

350x350

VD

2300x1000

遮音

消音マフラ－

2000x1000 450x200

2300x1000

FD

300x300

SFD

遮音

RAチャンバー

SFD

SFD

VD

VD

SFD

450x450

500x500

（ 上）

1100x2750

消音マフラ－

x3000L

350x350

900x600

800x800

FD

800x800

3500x2500x1600H

SAチャンバー

5400Wx4500Hx600L

1000x1500

2200x700

1450x1000

x1000

GW25t内貼

SFD

遮音

2800x1800x1600H GW25t内貼

VD

SFD

1000x3400

（ 下）

1650x1400x3000L

VD

FD遮音

FD

300x300

350x350

1300x1300

300x300

1300

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

1450

2200x900

350x350

VD

2200x900

遮音

消音マフラ－

（ 上）

2700x1000x3000L

消音マフラ－

1450x1000 450x200

2200x900

FD

300x300
FD

遮音

RAチャンバー

450x450

450x450
FD

450x450

700x700

700x700

700x700

CD

700x700

700x700

700x700

CD

EAEA

EA

EA

450

x200

EAEA

EA

EA

SA

SA

SA

SA

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

既設ダクトに接続

既設ダクトに接続

既設冷水管より分岐

既設配管に接続

50（床上）

空調機トラップ

コンクリート基礎

125,125

Ｍ

既設ダクトに接続

既設ダクトに接続

既設冷水管より分岐

コンクリート基礎

空調機トラップ

50（床上）

既設配管に接続

125,125

展示場４,６ホール前中央モール：空調設備改修

7．　空調機のコンクリート基礎は本工事とする。

3Φ-400V

10．　コイルの耐圧は、0.98MPaとする。
11．　フィルターには差圧計を設けること。

12．　マリンランプ(1Φ-200V)を付属とする。　　　

13．　分割搬入とする。
14．　外気温湿度条件は特記仕様書参照。

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事
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数量ACU-C612

2

1

2

温度計

間接排水口 200×50

GV20（水抜き）

圧力計 2

Y型ストレーナー100

二方弁装置100×80 1

GV100

1

2

1空調機トラップ 50

冷

水

排

水

数量ACU-C611

2

1

2

温度計

間接排水口 200×50

GV20（水抜き）

圧力計 2

Y型ストレーナー100

二方弁装置100×80 1

GV100

1

2

1空調機トラップ 50

冷

水

排

水

1 2

キープラン　N.S

2

1

2800W×1400D×150H

100

100

100

100

2800W×1400D×150H

GV100x2 GV100x2

(不断水分岐工法)(不断水分岐工法)

鉄筋D13-@200 鉄筋D13-@200

手すり先行足場

900×1800×3000H×10基

手すり先行足場

900×1800×3000H×10基

ACU-C611

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

SAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h9,650

個数

1

ACU-C611

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

RAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h9,650

個数

1

ACU-C612

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

SAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h9,650

個数

1

ACU-C612

点検口　　450ｘ450

900 x 900H900 x

RAﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ

Q =

消音内貼　  　50t

3m ／h9,650

個数

1

 C  C 

 
C
 

 
C
 

 CR  CR 

 
C
R
 

 
C
R
 

 D  D 

Ｍ－０４

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備

空調設備更新　機械室詳細図（2）　（新設） 1/100（A1）

３ 階北機械室１ １ 　 ダク ト 詳細図 ３ 階北機械室１ ２ 　 ダクト 詳細図

MVDMVD

MVD
MVD

RA

MVDMVD

　 S=1: 100　 S=1: 100

1

は新設を示す。

は既設を示す。

注1．

注2．

87654321

70

CX

71

CX

72

CX

3, 750 6, 000

23

CY

22

CY

21

CY

20

CY

19

CY

9,
0
00

10
,5
0
0

2
,2
50

2,
25
0

78

CX

79

CX

80

CX

23

CY

22

CY

21

CY

20

CY

19

CY

3, 7506, 000

9,
0
00

10
,5
0
0

2
,2
50

2,
25
0

VAV-52

450

x200

ACU-C601

FR-C601

FE-C603

ACU-C603

FR-C603

FE-C604

ACU-C611 ACU-C612

VAV-2VAV-2

CAV-2 CAV-2

3500x2500x1600H

5400Wx4500Hx600L

1000x1500

2200x700

VAV-52

1450x1000

x1000

GW25t内貼

SFD

遮音

2800x1800x1600H GW25t内貼

VD

1000x3400

（ 下）

1650x1400x3000L

VD

FD 遮音

FD

300x300

350x350

1300x1300

300x300

1300

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

1450

350x350

VD

2200x900

消音マフラ－

（ 上）

2700x1000x3000L

消音マフラ－

1300x1000 450x200

2200x900

FD

300x300
FD

遮音

RAチャンバー

2200x900

SFD

遮音

5400Wx4500Hx600L

1000x1800

2600x700

1800x1000

1800x1000

SAチャンバー3500x2500x1600H GW25t内貼

SFD

遮音

2800x1800x1300H GW25t内貼

2250x900 VD

1400

x1400

遮音

SFD SFD

1000x3400

1400

x1400 遮音

消音マフラ－

1700x1500

消音マフラ－

2725x1000

MD

VD

VD

SFD遮音

FD

SFD

450x450

450x450

350x350
350x350

350x350300x300
SFD FD

350x3501650x1000 450x200

1400x1400

VD

遮音

350x350

450x450

450
x200

1400

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

RAチャンバー

700x700

700x700

700x700

700x700

700x700

700x700

CDCD

EAEA

EA

EAEAEA

SA

SA SA

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

既設ダクトに接続

既設ダクトに接続

既設冷水管より分岐

コンクリート基礎

50（床上）

空調機トラップ

125,125

既設配管に接続

Ｍ

既設ダクトに接続

既設ダクトに接続

既設冷水管に接続既設冷水管より分岐

50（床上）

既設配管に接続

空調機トラップ

コンクリート基礎

125,125

Ｍ

展示場４,６ホール前中央モール：空調設備改修

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事



1 2

2

1

キープラン　N.S

給気ファンユニット（撤去）

記号 機器名称

φ V kw

外形寸法

AFU-C401 セントラルモール用給気ファンフィルターユニット

AFU-C601

AFU-C402

AFU-C602

設置場所

3F北側各機械室

台数

L

1

1

1

フィルタ型式

1

L

L

L

型式

DSシロッコ

番手

＃

DSシロッコ

DSシロッコ

DSシロッコ

-

-

-

-

四理風量

m3/h

9,500

9,500

9,500

9,500

静圧

mmAq

送風機仕様

電源 動力

起動方式

電気容量

55 3 400 3.7 L-S

55 3 400 3.7 L-S

55 3 400 3.7 L-S

55 3 400 3.7 L-S

W×L×H

1225×2400×1375

1225×2400×1375

1225×2400×1375

1225×2400×1375

3F北側各機械室

3F北側各機械室

3F北側各機械室

セントラルモール用給気ファンフィルターユニット

セントラルモール用給気ファンフィルターユニット

セントラルモール用給気ファンフィルターユニット

共通仕様

1.フィルタ面速は2.5m/sec以下とする。

2.フィルタ性能は次の通りとする。（マノメーター付）

　L:パネル形フィルタ（重量法70％）

3.コンクリート基礎は、本工事とする。

4.外形寸法は参考値とする。

5.フィルタの予備は100％とする。

6.ダクト接続用相フランジは本体に含むものとする。

7.ファンケーシング部スプリング防振

8.静圧は機内+機外とする。

9.送風機は風量調整機構を有し、開度指示を備えたものとする。

撤去切断

撤去切断

撤去切断

撤去切断

Ｍ－０５

1/100（A1）空調設備更新　機械室詳細図（1）　（撤去）

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備　

３ 階北機械室７ 　 ダク ト 詳細図 ３ 階北機械室８ 　 ダク ト 詳細図

MVDMVD

MVD MVD

MVDMVD

　 S=1: 100　 S=1: 100

1

注1． は撤去を示す。

注2． は残置を示す。
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2
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50

ACU-C401

FR-C401

FE-C403

VAV-52

ACU-C403

FR-C403

AFU-C402

FE-C404

AFU-C401

3500x2500x1600H

SAチャンバー

5400Wx4500Hx600L

1000x2000

2200x700

VAV-52

x1000

GW25t内貼

SFD

遮音

3250x1800x1600H GW25t内貼

VD

1000x3400
1500

x1500

（ 下）

1750x1600x3000L
VD

SFD 遮音

FD

450x450

400x400

1500x1500

300x300

450

x200

1500

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

2000

2300x1000

350x350

VD

2300x1000

遮音

消音マフラ－

2000x1000 450x200

2300x1000

FD

300x300

SFD

遮音

RAチャンバー

SFD

SFD

VD

VD

SFD

450x450

500x500

（ 上）

1100x2750

消音マフラ－

x3000L

350x350

900x600

800x800

FD

800x800

3500x2500x1600H

SAチャンバー

5400Wx4500Hx600L

1000x1500

2200x700

1450x1000

x1000

GW25t内貼

SFD

遮音

2800x1800x1600H GW25t内貼

VD

SFD

1000x3400

（ 下）

1650x1400x3000L

VD

FD遮音

FD

300x300

350x350

1300x1300

300x300

1300

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

1450

2200x900

350x350

VD

2200x900

遮音

消音マフラ－

（ 上）

2700x1000x3000L

消音マフラ－

1450x1000 450x200

2200x900

FD

300x300
FD

遮音

RAチャンバー

450x450

450x450
FD

450x450
MD

700x700

700x700

MD
700x700

700x700

EAEA

EA

EA

450

x200

EAEA

EA

EA

SA

SA

SA

SA

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

展示場４,６ホール前中央モール：空調設備改修

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事



1 2

キープラン　N.S

2

1

Ｍ－０６

1/100（A1）空調機更新　機械室詳細図（２）（撤去）

展示場4,6ホール前中央モール　空気調和設備

３ 階北機械室１ １ 　 ダク ト 詳細図 ３ 階北機械室１ ２ 　 ダク ト 詳細図

MVDMVD

MVD
MVD

RA

MVDMVD

　 S=1: 100　 S=1: 100

1

注1．

注2．

は撤去を示す。

は残置を示す。
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VAV-52

450

x200

ACU-C601

FR-C601

FE-C603

ACU-C603

FR-C603

FE-C604

AFU-C602
AFU-C601

3500x2500x1600H

5400Wx4500Hx600L

1000x1500

2200x700

VAV-52

1450x1000

x1000

GW25t内貼

SFD

遮音

2800x1800x1600H GW25t内貼

VD

1000x3400

（ 下）

1650x1400x3000L

VD

FD 遮音

FD

300x300

350x350

1300x1300

300x300

1300

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

1450

350x350

VD

2200x900

消音マフラ－

（ 上）

2700x1000x3000L

消音マフラ－

1300x1000 450x200

2200x900

FD

300x300
FD

遮音

RAチャンバー

2200x900

SFD

遮音

5400Wx4500Hx600L

1000x1800

2600x700

1800x1000

1800x1000

SAチャンバー3500x2500x1600H GW25t内貼

SFD

遮音

2800x1800x1300H GW25t内貼

2250x900 VD

1400

x1400

遮音

SFD SFD

1000x3400

1400

x1400 遮音

消音マフラ－

1700x1500

消音マフラ－

2725x1000

MD

VD

VD

SFD遮音

FD

SFD

450x450

450x450

350x350
350x350

350x350300x300
SFD FD

350x3501650x1000 450x200

1400x1400

VD

遮音

350x350

450x450

450

x200

1400

x1800

遮音

901x636

OAチャンバー

RAチャンバー

700x700

700x700

700x700

700x700
MD

EAEA

EA

EAEAEA

SA

SA SA

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

撤去切断

撤去切断撤去切断

撤去切断

展示場４,６ホール前中央モール：空調設備改修

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事



ＮＣ

Ｉ ＯＭ 空調設備

Ｉ ＯＭ
・ 衛生設備

給排水

ＤＤＣ

操作器

検出器

（ 展示場１～４ホール）

Ｉ ＯＭ

電気設備

（ 電気室）

ＮＣ

Ｉ ＯＭ 空調設備

Ｉ ＯＭ
・ 衛生設備

給排水

ＤＤＣ

操作器

検出器

（ 展示場５、６ホール）

Ｂ－ＢＣ（ ＳＮＥ）

Ｉ ＯＭ 空調設備

Ｉ ＯＭ
・ 衛生設備

給排水

ＤＤＣ

操作器

検出器

（ 展示場７、８ホール）

Ｉ ＯＭ 空調設備

Ｉ ＯＭ
・ 衛生設備

給排水

ＤＤＣ

操作器

検出器

（ 展示場７、８ホール）

Ｉ ＯＭ

（ 受水槽室）

・ 衛生設備

給排水

ＤＤＣ

ＨＵＢ

ＭＣ

ＭＣＭＣ

ＭＣ

ＨＵＢ
ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ａ） －１

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ｂ）ＴＷ（ Ｃ）

ＨＵＢ

Ｉ ｃ ｏ ｎ ｔ

（ １～４ホール）

ＨＵＢ

ＨＩ Ｍ

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ｔ ）

Ｉ ｃ ｏ ｎ ｔ

（ ５、６ホール） ＰＣ、ＤＳ、 Ｉ ／Ｆ

Ｔ Ｗ（ Ｔ ）ＴＷ（ Ｔ ）

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ｃ）

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ａ） －２

ＴＷ（ Ａ） －１

ＴＷ（ Ａ） －２

ＶＣＶＣＶＣＶＣ

ＲＴ １ ＲＴ ２

チャンネルコントローラ盤

ＴＷ（ Ｂ）ＴＷ（ Ｃ）

Ｉ ｃ ｏ ｎ ｔ （ ７、 ８ホール）

Ｂ－ＢＣ（ ＳＮＥ）

ＤＤＣ

操作器

検出器
ＤＤＣ

操作器

検出器

〈追加合計〉 ４ ２８１２ ０ ０ ０ ０ ４ ０

〈削除合計〉 ４ ４０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＡＣＵ－Ｃ４１１　冷水２方弁

ＡＣＵ－Ｃ４１２　冷水２方弁

ＡＣＵ－Ｃ６１１　冷水２方弁

ＡＣＵ－Ｃ６１２　冷水２方弁

冷水

冷水

冷水

冷水

５３．９

５３．９

４５．９

４５．９

３０

３０

３０

３０

－

－

－

－

４２４

４２４

３６１

３６１

１

１

１

１

６５

６５

６５

６５

ＵＣ４－３０１

ＵＣ４－３０２

ＵＣ６－３０１

ＵＣ６－３０２

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

盤改造

盤改造

盤改造

盤改造

ＡＣＵ－Ｃ４１１廻り制御追加

ＡＣＵ－Ｃ４１２廻り制御追加

ＡＣＵ－Ｃ６１１廻り制御追加

ＡＣＵ－Ｃ６１２廻り制御追加

Ｗ－ＴＨＥ

Ｗ－ＲＴ

Ｍ２Ｖ２

ワイヤレス温湿度センサ

ワイヤレスルーター

電動２方弁

・　　　　　：既存利用

・　　　　　：新設・更新

〈凡例〉

データベース変更

〈工事内容〉

１．中央モール展示場４ホール前・６ホール前ファンユニット（計４台）の空調機への更新に伴い、自動制御機器及び配線の新設を行う。

３．中央監視点追加及び名称変更に伴い、既設ＮＣ及びＩｃｏｎｔのデータベース変更を行う。

データベース変更

データベース変更

展示場６ホール前系統新設展示場４ホール前系統新設

中央モール中央モール

Ｗ－Ｘ ワイヤレスゲートウェイ

ワイヤレスプログラマブルコントローラ

ＤＤＣ デジタルコントローラ

ＶＣ１１ ＶＡＶコントローラ

ＣＣ１ ＣＡＶコントローラ

２．空調対象エリアの施工環境を考慮し、温湿度センサはワイヤレス仕様を採用する。

ＡＣＵ－Ｃ４１１ 中央モール４ホール前　空調機 既設動力盤 ＵＣ４－３０１ １ 追加

オンオフ その他オンオフ
リモートステーション 備　　　考

警報状態

積算湿度温度警報状態状態設定

警報

状態

計量計　測監　視操作・監視

監視対象盤名　　　　　　　称記　　　号

（ｋＰａ）

ΔＰ

バルブサイズ表

系　　　統　　　名
（ｌ／ｍｉｎ）

流量
流体名

（ｋＰａ）

Ｐｉ
ＣＶ値

（Ａ）

サイズ
数量 備　　考

自動制御盤一覧表

盤　名　称 系　　統　　名
参　考　寸　法　（ｍｍ）

Ｗ Ｈ Ｄ
備　　考

中央監視装置ハード仕様概要中央監視システム構成図

自動制御機器表

備　　考型　　　　式記　号 名　　　　称

機　能　概　要名　称記号 ハード仕様概要 備　　考

工事概要

表類（今回工事のみ）

中央監視点一覧表（今回工事のみ）

Ｍ－０７

N.S（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

各ＮＣと伝送を行いポイントデータ、スケジュール制御等の管理、

トレンドデータの蓄積を行う。

ＢＡＣｎ ｅ ｔＩ ｃ ｏ ｎ ｔ

インターフェイス

主処理装置　　　　マイクロプロセッサ３２ビットＣＰＵ

記憶容量　　　　　６４メガバイト以上

電源　　　　　　　ＡＣ１００Ｖ±１０％、５０Ｈｚ 、２００ＶＡ

最大管理点数　　　２０００オブジェクト

デジタルコントローラＤＤＣ 空調機の温湿度制御や、熱源装置の制御を行う。

スイッチングハブＨＵＢ

メディアコンバータＭＣ

リピータ（ Ｎ２バス）ＲＴ１

　ＨＩ Ｍ、 Ｉ ｃ ｏ ｎ ｔ 間の通信を行う。

・ 基幹ネットワーク中央監視幹線ＴＷ（ Ｔ ） 通信方式　　　　　Ｅｔ ｈ ｅ ｒ ｎ ｅ ｔ ／Ｉ Ｐ

通信速度　　　　　１０／１００Ｍｂ ｐ ｓ

ケーブル仕様　　　ＥＭ－ＵＴ Ｐ－Ｃ５Ｅ（ ４Ｐ）

　 Ｉ ｃ ｏ ｎ ｔ 、ＮＣ間の通信を行う。

・ 基幹ネットワーク中央監視幹線ＴＷ（ Ａ）

　　　　　　　　　ＨＴＭＬ 、ＸＭＬ

　　　　　　　　　ＨＴ ＴＰ、ＳＮＴＰ、ＳＭＴＰ、ＳＮＭＰ

通信方式　　　　　Ｅｔ ｈ ｅ ｒ ｎ ｅ ｔ ／Ｉ Ｐ

通信速度　　　　　１０／１００Ｍｂ ｐ ｓ

ケーブル仕様　　　ＴＷ（ Ａ） －１： ＭＭＦ５０／１２５（ ４Ｃ）

　　　　　　　　　ＴＷ（ Ａ） －２： ＥＭ－ＵＴ Ｐ－Ｃ５Ｅ（ ４Ｐ）

　 　－１

　　－２ 　 Ｉ ／Ｆ、Ｂ－ＢＣ（ ＳＮＥ） 間の通信を行う。

通信方式　　　　　ＲＳ－４８５

通信速度　　　　　３８４００ｂ ｐ ｓ　Ｂ－ＢＣとその下位に接続される機器（ ＤＤＣ等） との通信を行う。

・ フィールドバス中央監視幹線ＴＷ（ Ｂ）

ケーブル仕様　　　ＥＭ－ＦＣＰＥＥＳ０．９－３Ｐ

通信方式　　　　　専用通信

通信速度　　　　　４８００ｂ ｐ ｓ 以上　ＮＣとその下位に接続される機器（ ＤＤＣ等） との通信を行う。

・ フィールドバス中央監視幹線ＴＷ（ Ｃ）

ケーブル仕様　　　ＣＢＬ／２２

Ｅｔ ｈ ｅ ｒ ｎ ｅ ｔ スイッチ

光通信に変換を行う。

既設幹線（ Ｎ２バス） の分岐を行う。

デバイス接続　　　１０ＢＡＳＥ－Ｔ、１００ＢＡＳＥ－ＴＸ

通信速度　　　　　１０／１００Ｍｂ ｐ ｓ

　　　　　　　　　ＳＭＴＰ、ＳＮＭＰ

通信プロトコル　　ＨＴＴ ＰＳ、ＢＡＣｎ ｅ ｔ ／Ｉ Ｐ、ＳＮＴ Ｐ、

物理層／通信方式　Ｅｔ ｈ ｅ ｒ ｎ ｅ ｔ

　　　　　　　　　ＳＤＲＡＭ　２ＧＢ

主記憶容量　　　　フラッシュメモリ　１６ＧＢ

主処理装置　　　　マイクロプロセッサ

る。

処理を行うと同時にＷｅ ｂサーバ、ＢＡＣｎ ｅ ｔ コントローラとして機能す

ユニット毎にシステムのデータベース、各種制御機能を有し、これらの管理、ＢＡＣｎ ｅ ｔ コントローラＢ－ＢＣ

ＶＡＶコントローラＶＣ ＶＡＶの制御を行う。

リモート盤ＵＣ ＮＣ、 Ｉ ＯＭ、ＤＤＣ、ＲＴ １、Ｂ－ＢＣ（ ＳＮＥ） 、ＲＴ ２を収納し、中

央監視（ 管理ポイント） 、及び自動制御関連の入出力を行う。

リピータＲＴ２

（ ＢＡＣｎ ｅ ｔ 　ＭＳ／Ｔ Ｐバス）

ＢＡＣｎ ｅ ｔ 　ＭＳ／Ｔ Ｐバスの分岐を行う。

（ ＳＮＥ）

入出力モジュールＩ ＯＭ 管理ポイントの入力、又は出力を行う。

記憶容量　　　　　１０ＭＢ

主処理装置　　　　マイクロプロセッサ

処理を行うと同時に、中央監視装置とＵＣ間のコミュニケーションを行う。

ユニット毎にシステムのデータベース、各種制御機能を有し、これらの管理、ネットワークコントローラＮＣ

データベース変更

自動制御盤一覧表参照

データベース変更

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

機能　　　　　　　自動制御計装図参照 　　・新設

　　・盤改造

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備

空調設備更新　中央監視構成図・表類

データベース変更

４．追加中央監視点の上位中央監視装置との対向試験を行う。

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

Ｗ－ＰＬＣ

TED1 挿入型温度検出器

ＡＣＵ－Ｃ４１１ 中央モール４ホール前　室内温度

ＣＡＶ－Ｃ４１１ 還気ＣＡＶ ＣＣ ＵＣ４－３０１ １

ＶＡＶ－Ｃ４１１ 外気ＶＡＶ ＶＣ ＵＣ４－３０１ １

ＶＡＶ－Ｃ４１１ 外気ＶＡＶ　風量 ＶＣ ＵＣ４－３０１ １

ＡＣＵ－Ｃ６１１ 中央モール６ホール前　空調機 既設動力盤 ＵＣ６－３０１ １

ＡＣＵ－Ｃ６１２ 中央モール６ホール前　空調機 既設動力盤 ＵＣ６－３０２ １

追加

追加

追加

追加

追加

ＡＣＵ－Ｃ４１２ 中央モール４ホール前　空調機 既設動力盤 ＵＣ４－３０２ １ 追加

ＡＣＵ－Ｃ４１２ 中央モール４ホール前　室内温度 １

ＣＡＶ－Ｃ４１２ 還気ＣＡＶ ＣＣ ＵＣ４－３０２ １

ＶＡＶ－Ｃ４１２ 外気ＶＡＶ ＶＣ ＵＣ４－３０２ １

ＶＡＶ－Ｃ４１２ 外気ＶＡＶ　風量 ＶＣ ＵＣ４－３０２ １

追加

追加

追加

ＡＣＵ－Ｃ６１１ 中央モール６ホール前　室内温度 － ＵＣ６－３０１ １ １

ＣＡＶ－Ｃ６１１ 還気ＣＡＶ ＣＣ ＵＣ６－３０１ １

ＶＡＶ－Ｃ６１１ 外気ＶＡＶ ＶＣ ＵＣ６－３０１ １

ＶＡＶ－Ｃ６１１ 外気ＶＡＶ　風量 ＶＣ ＵＣ６－３０１ １

追加

追加

追加

追加

ＡＣＵ－Ｃ６１２ 中央モール６ホール前　室内温度 － ＵＣ６－３０２ １ １

ＣＡＶ－Ｃ６１２ 還気ＣＡＶ ＣＣ ＵＣ６－３０２ １

ＶＡＶ－Ｃ６１２ 外気ＶＡＶ ＶＣ ＵＣ６－３０２ １

ＶＡＶ－Ｃ６１２ 外気ＶＡＶ　風量 ＶＣ ＵＣ６－３０２ １

ＡＦＵ－Ｃ４０１ 給気ファン 既設動力盤 ＵＣ４－３０１ １

ＡＦＵ－Ｃ４０２ 給気ファン 既設動力盤 ＵＣ４－３０２ １

ＡＦＵ－Ｃ６０１ 給気ファン 既設動力盤 ＵＣ６－３０１ １

ＡＦＵ－Ｃ６０２ 給気ファン 既設動力盤 ＵＣ６－３０２ １

追加

追加

追加

削除

削除

削除

削除

ＡＣＵ－Ｃ４０１・ＡＣＵ－Ｃ４１１ 展示４北ペリ空調機・中央モール４ホール前空調機 － － １

ＡＣＵ－Ｃ４０３・ＡＣＵ－Ｃ４１２ 展示４北イン空調機・中央モール４ホール前空調機 － － １

ＡＣＵ－Ｃ６０１・ＡＣＵ－Ｃ６１１ 展示６北イン空調機・中央モール６ホール前空調機 － － １

ＡＣＵ－Ｃ６０３・ＡＣＵ－Ｃ６１２ 展示６北ペリ空調機・中央モール６ホール前空調機 － － １

追加

追加

追加

追加

ＡＣＵ－Ｃ４１１ 中央モール４ホール前　空調機　給気温度計測

－

－

ＵＣ４－３０１

ＵＣ４－３０１

１

１

追加

追加

ＡＣＵ－Ｃ４１２ 中央モール４ホール前　空調機　給気温度計測

－

－

ＵＣ４－３０２

ＵＣ４－３０２

１

１

追加

追加

１

１

１

１１

１１

追加

追加

追加ＡＣＵ－Ｃ６１１ － ＵＣ６－３０１

ＡＣＵ－Ｃ６１２ － ＵＣ６－３０２

中央モール６ホール前　空調機　給気温度計測

中央モール６ホール前　空調機　給気温度計測

８ ８



中央と通信

Ｆ ＡＮ

ＤｉＤｏ ＡｉＡｏ

ＤＤＣ

ＦＡＮ

Ｆ Ａ Ｎ

ＭＤ １

２

３

ＭＤ

ＭＤ

ＭＤ

ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｃ

Ｔ Ｃ２
（ ＶＡＶ付属）

Ｔ Ｅ ＨＥ

ＤＴ Ｅ Ｔ Ｅ Ｄ

（ 中央モール）

（ 商談室）

ＭＤ

ＭＤ

（ 外気冷房時のみ）

ＶＡＶ

ＶＡＶ

暖房時全閉冷・ 暖房風量　 バランス切換え

ＡＣＵ－Ｃ４０１、Ｃ６ ０３

ＣＯ２ Ｅ

１ ２ ３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｈ

中央と通信

ＡＣＵ－Ｃ４０１（ホールＡＣＵ）／ＡＣＵ－Ｃ４１１（中央モールＡＣＵ）

空調機制御　１　（２ＳＥＴＳ）

ＡＣＵ－Ｃ４０ １×３

ＡＣＵ－Ｃ６０ ３×１

計２ＳＥＴ Ｓ

              計２ ＳＥ Ｔ Ｓ         計４ ＳＥＴ Ｓ

Ｆ ＡＮ

ＤｉＤｏ ＡｉＡｏ

ＤＤＣ

ＦＡＮ

Ｆ ＡＮ

ＭＤ１

２

３

ＭＤ

ＭＤ

ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｃ

Ｔ Ｅ ＨＥ

ＤＴ Ｅ Ｔ ＥＤ

（ 中央モール）

（ 外気冷房時のみ）

ＶＡ Ｖ

ＣＯ２ Ｅ

１ ２ ３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｈ

中央と通信

ＡＣＵ－Ｃ４０３（ホールＡＣＵ）／ＡＣＵ－Ｃ４１２（中央モールＡＣＵ）

空調機制御　２　（２ＳＥＴＳ）

Ｔ Ｅ ＨＥ ＳＷ

展示用ピット 内コネクター接続

コネクタ受け部（ レセプタクル） ×２ ヶ所×８ ゾーン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 計１ ６ ヶ所）

仮設移動型センサー収納箱

　 　　 　 （ 計４ ＳＥＴ Ｓ）

優先選択信号入力用スイッチ

但し、 制御用の選択とし

各ゾーン毎に×８ヶ所（ 計６ ４ヶ所）

の計測アドレスを設定する。

Ｃ

Ｃ

Ｍ２Ｖ２

中央と通信

ＤＤＣ

Ｗ－ＴＨＥ Ｃ

Ｃ

Ｍ２Ｖ２

（ ホール） （ ホール）

〈中央と通信〉（今回工事追加のみ）

・室内温度計測

・室内温度設定

〈工事内容〉

１．既設ファンフィルターユニットの空調機への更新に伴い、自動制御機器及び配線の新設を行う。

ＡＣＵ－Ｃ６０３（ホールＡＣＵ）／ＡＣＵ－Ｃ６１２（中央モールＡＣＵ） ＡＣＵ－Ｃ６０１（ホールＡＣＵ）／ＡＣＵ－Ｃ６１１（中央モールＡＣＵ）

・　　　（細線）：既存利用

・　　　（太線）：新設・更新

〈凡例〉

ＯＡ ＯＡ

〈制御内容〉（今回工事追加のみ）

２．室内温度制御（冷房のみ）

３．ＶＡＶ・ＣＡＶ制御

　１）各空調機の運転状態及び屋根裏排気制御状態（別途既存制御状態）に

※１

　　※１：ＡＦＵ－Ｃ４０１（既設）→ＡＣＵ－Ｃ４１１（更新後）

　　　　　ＡＦＵ－Ｃ６０３（既設）→ＡＣＵ－Ｃ６１２（更新後）

※２

計２ＳＥＴ Ｓ

Ｗ－ＰＬＣ

Ｗ－ＲＴ

（天井内）

Ｗ－Ｘ

中央と通信

ＤＤＣ

Ｗ－ＴＨＥ

還気ＣＡＶ

・還気ＣＡＶオンオフ・状態

・外気ＶＡＶオンオフ・状態

・外気ＶＡＶ風量計測

ＣＣ１

中央と通信

還気ＣＡＶ

外気ＶＡＶ

ＣＣ１

ＶＣ１１中央と通信

中央と通信

・ＶＡＶ／ＣＡＶコントローラは自動制御メーカーからＶＡＶ／

　ＣＡＶメーカーへ支給し、ＶＡＶ／ＣＡＶへの組込み及び初期

　風量設定はＶＡＶ／ＣＡＶメーカー工事とする。

・ＶＡＶ／ＣＡＶへのＡＣ２４Ｖ電源供給は自動制御設備工事とする。

〈注記〉

〈工事内容〉

１．既設ファンフィルターユニットの空調機への更新に伴い、自動制御機器及び配線の新設を行う。

・　　　（細線）：既存利用

・　　　（太線）：新設・更新

〈凡例〉

　　※２：ＡＦＵ－Ｃ４０３（既設）→ＡＣＵ－Ｃ４１２（更新後）

　　　　　ＡＦＵ－Ｃ６０１（既設）→ＡＣＵ－Ｃ６１１（更新後）

１．空調機発停

　１）中央監視からの空調機指令により、以下のように空調機の発停を

　　　行う。

　　　ａ．ホールＡＣＵ・中央モールＡＣＵ運転

　　　ｂ．中央モールＡＣＵ単独運転

・中央モールＡＣＵ発停・状態・警報

中央モールＡＣＵ

ホールＡＣＵ

〈中央と通信〉（今回工事追加のみ）

・室内温度計測

・室内温度設定

〈制御内容〉（今回工事追加のみ）

２．室内温度制御（冷房のみ）

３．ＶＡＶ・ＣＡＶ制御

　１）各空調機の運転状態及び屋根裏排気制御状態（別途既存制御状態）に

　　　より、以下のようにＣＡＶのオンオフ及びＶＡＶの風量切換を行う。

　　※還気ＣＡＶ風量：９５００ｍ／ｈ

　　※外気ＶＡＶ所定風量：（ホールＡＣＵ給気風量）－９５００ｍ／ｈ

・還気ＣＡＶオンオフ・状態

・外気ＶＡＶオンオフ・状態

・外気ＶＡＶ風量計測

・ＶＡＶ／ＣＡＶコントローラは自動制御メーカーからＶＡＶ／

　ＣＡＶメーカーへ支給し、ＶＡＶ／ＣＡＶへの組込み及び初期

　風量設定はＶＡＶ／ＣＡＶメーカー工事とする。

・ＶＡＶ／ＣＡＶへのＡＣ２４Ｖ電源供給は自動制御設備工事とする。

〈注記〉

中央モールホール

ＯＮ ＯＮ あり 全閉 全開

ＯＮ なし 全開 所定風量

ＯＮ なし 全閉 全開

ＯＮ

ＯＦＦ

ホールＡＣＵ

中央モールＡＣＵ運転

中央モールＡＣＵ単独運転

ＡＣＵＡＣＵ
還気ＣＡＶ 外気ＶＡＶ屋根裏排気

　　　ａ．還気ＣＡＶ・外気ＶＡＶ　全閉

４．ファンインターロック制御

　１）中央モールＡＣＵ停止時、以下の状態となるよう中央モール

　　　ＡＣＵとのインターロック制御を行う。

　　　ｂ．冷水２方弁　全閉

３

３

運転モード

１．空調機発停

　１）中央監視からの空調機指令により、以下のように空調機の発停を

　　　行う。

　　　ａ．ホールＡＣＵ・中央モールＡＣＵ運転

　　　　　※空調機２台の風量差を考慮し、同時運転時の起動は

　　　　　　中央モールＡＣＵ　　ホールＡＣＵの順に行う。

　　　ｂ．中央モールＡＣＵ単独運転

・中央モールＡＣＵ発停・状態・警報

中央モールＡＣＵ

ホールＡＣＵ

　　　　　※空調機２台の風量差を考慮し、同時運転時の起動は

　　　　　　中央モールＡＣＵ　　ホールＡＣＵの順に行う。

　　　より、以下のようにＣＡＶのオンオフ及びＶＡＶの風量切換を行う。

　　※還気ＣＡＶ風量：９５００ｍ／ｈ

　　※外気ＶＡＶ所定風量：（ホールＡＣＵ給気風量）－９５００ｍ／ｈ

中央モールホール

ＯＮ ＯＮ あり 全閉 全開

ＯＮ なし 全開 所定風量

ＯＮ なし 全閉 全開

ＯＮ

ＯＦＦ

ホールＡＣＵ

中央モールＡＣＵ運転

中央モールＡＣＵ単独運転

ＡＣＵＡＣＵ
還気ＣＡＶ 外気ＶＡＶ屋根裏排気

　　　ａ．還気ＣＡＶ・外気ＶＡＶ　全閉

４．ファンインターロック制御

　１）中央モールＡＣＵ停止時、以下の状態となるよう中央モール

　　　ＡＣＵとのインターロック制御を行う。

　　　ｂ．冷水２方弁　全閉

３

３

運転モード

・ワイヤレスルーター（Ｗ－ＲＴ）への電源は既設自動制御盤から供給する。 

Ｗ－ＰＬＣ

Ｗ－ＲＴ

（天井内）

Ｗ－Ｘ

・ワイヤレスルーター（Ｗ－ＲＴ）への電源は既設自動制御盤から供給する。 

Ｍ－０８

N.S（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備

空調設備更新　計装図（新設）

外気ＶＡＶ

ＶＣ１１

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

ＴＥＤ１ ＴＥＤ１

Ｃ／Ｃ

２方弁

冷水

室内温度℃

弁

設定値

０

〈冷房動作〉

１００

開

度

％

　１）室内温度により給気温度設定値の自動リセットを行う。

　２）給気温度が設定値となるよう冷水２方弁の比例制御を行う。

　３）室内温度変化を監視し、比例帯・積分時間の自動調整を行う。

室内温度℃

給
気
温
度

設定値

Ｍｉｎ

Ｍａｘ
リ
セ
ッ
ト
値
℃

（ ＋ ）

（ － ）

・給気温度計測

・給気温度下限設定

Ｃ／Ｃ

２方弁

冷水

室内温度℃

弁

設定値

０

〈冷房動作〉

１００

開

度

％

　１）室内温度により給気温度設定値の自動リセットを行う。

　２）給気温度が設定値となるよう冷水２方弁の比例制御を行う。

　３）室内温度変化を監視し、比例帯・積分時間の自動調整を行う。

室内温度℃

給
気
温
度

設定値

Ｍｉｎ

Ｍａｘ
リ
セ
ッ
ト
値
℃

（ ＋ ）

（ － ）

・給気温度計測

・給気温度下限設定



24000

ＣＸ
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５
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３

２
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90
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ＣＸ

８５

ＣＸ

８１

1200060000

45
00

36
00
0

ＣＸ

６９

60000

ＣＸ

５７

EV

喫煙室

Ｗ－ＴＨＥ Ｗ－ＴＨＥ

下階まで立下げ

プルボックス

自動制御盤

露出配線

〈注記〉

・記載の自動制御機器及び配線配管は新設を示す。

上階まで立上げ

・はつり補修および点検口設置は空調配管工事とする。

はつり箇所

Ｗ－ＲＴ Ｗ－ＴＨＥ Ｗ－ＴＨＥ

〈線種他凡例〉

天井内隠蔽

Ａ（ 天井内）

〈２階内訳〉

－Ａ－

ＥＭ－ＣＥＥ２ロ－３Ｃ （コロガシ） Ｗ－ＲＴ電源

－Ｂ－

ＥＭ－ＣＥＥ２ロ－３Ｃ （Ｅ２５） Ｗ－ＲＴ電源

点検口600□

・各計器類の設置位置は、現地の状況を考慮して最終決定を行うこと。

Ｗ－ＲＴ

Ａ（ 天井内）
点検口600□

Ｗ－ＲＴ

Ａ（ 天井内）
点検口600□

Ｗ－ＲＴ

Ａ（ 天井内）
点検口600□

展示ホール 6展示ホール 5展示ホール 4

Ｍ－０９

1/300（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備

空調設備更新　2階平面図（新設）

N

対象箇所

対象箇所対象箇所

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事
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〈線種他凡例〉

下階まで立下げ

プルボックス

自動制御盤

天井内隠蔽

Ａ

ＥＭ－ＣＥＥ２ロ－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５ロ－２Ｃ

Ｍ２Ｖ２ （Ｅ２５）

（Ｅ２５）

Ｂ

ＵＣ４－３０２ＵＣ４－３０１ （改造） （改造） ＵＣ６－３０２ＵＣ６－３０１ （改造） （改造）

上階まで立上げ

はつり箇所

Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｃ

露出配線

〈３階内訳〉

－Ａ－

ＥＭ－ＣＥＥ２ロ－３Ｃ （Ｅ２５） Ｗ－ＲＴ電源

－Ｂ－

ＥＭ－ＣＥＥ２ロ－３Ｃ （Ｅ２５） Ｗ－ＲＴ電源

－Ｃ－

－Ｄ－

ＥＭ－ＣＥＥ３．５ロ－３Ｃ （Ｅ２５） ＣＡＶ電源

ＥＭ－ＣＥＥ３．５ロ－３Ｃ （Ｅ２５） ＶＡＶ電源

ＴＷ－Ｎ１×２ （Ｅ１９） ＣＡＶ通信

ＴＷ－Ｎ１×２ （Ｅ１９） ＶＡＶ通信

Ｍ２Ｖ２
Ｂ

Ａ Ａ Ａ

Ｍ２Ｖ２
Ｂ

Ｍ２Ｖ２
Ｂ

・はつり補修および点検口設置は空調配管工事とする。

・各計器類の設置位置は、現地の状況を考慮して最終決定を行うこと。

・記載の自動制御機器及び配線配管は新設を示す。

〈注記〉

凡　例

配　　管
配　　　線記　号シンボル

屋　内 屋　外
備　　考

展示ホール 6展示ホール 5展示ホール 4

北機械室9 北機械室10

北機械室7 北機械室8 北機械室11 北機械室12

Ｍ－１０

1/300（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

C411

CAV

C412
ACU

C611

ACU

C612

VAV

C411

VAV

C412

ACU

C411

ACU

C412

CAV

C611

CAV

C612

VAV

C611

VAV

C612ACU

C601

ACU

C603

ACU

C401

ACU

C403

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備

空調設備更新　3階平面図（新設）

N

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

Ｍ２Ｖ２

CAV

TED1 TED1 TED1TED1



ＦＡＮ

ＤｉＤｏ ＡｉＡｏ

ＤＤＣ

ＦＡＮ

ＦＡＮ

ＭＤ １

２

３

ＭＤ

ＭＤ

ＭＤ

ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｃ

ＴＣ２

（ＶＡＶ付属）

ＴＥ ＨＥ

ＤＴＥ ＴＥＤ

（中央モール）

（商談室）

ＭＤ

ＭＤ

（外気冷房時のみ）

ＶＡＶ

ＶＡＶ

暖房時全閉冷・暖房風量　バランス切換え

ＡＣＵ－Ｃ４０１、Ｃ６０３

ＣＯ２Ｅ

１ ２ ３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｈ

Ｒ

中央と通信

ＡＣＵ－Ｃ４０１／ＡＦＵ－Ｃ４０１

空調機制御　１　（２ＳＥＴＳ）

ＡＣＵ－Ｃ４０１×３

ＡＣＵ－Ｃ６０３×１

計２ＳＥＴＳ

              計２ＳＥＴＳ         計４ＳＥＴＳ

ＦＡＮ

ＤｉＤｏ ＡｉＡｏ

ＤＤＣ

ＦＡＮ

ＭＤ １

２

３

ＭＤ

ＭＤ

ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｄ ＭＶ－Ｃ

ＴＥ ＨＥ

ＤＴＥ ＴＥＤ

（中央モール）

（外気冷房時のみ）

ＶＡＶ

ＣＯ２Ｅ

１ ２ ３

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｈ

中央と通信

ＡＣＵ－Ｃ４０３／ＡＦＵ－Ｃ４０２

空調機制御　２　（２ＳＥＴＳ）

ＴＥ ＨＥ ＳＷ

展示用ピット内コネクター接続

コネクタ受け部（レセプタクル）×２ヶ所×８ゾーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　（計１６ヶ所）

仮設移動型センサー収納箱

　　　　（計４ＳＥＴＳ）

優先選択信号入力用スイッチ

但し、制御用の選択とし

各ゾーン毎に×８ヶ所（計６４ヶ所）

の計測アドレスを設定する。

（ホール） （ホール）

〈工事内容〉

１．既設ファンフィルターユニットの空調機への更新に伴い、自動制御機器及び配線の撤去を行う。

ＡＣＵ－Ｃ６０３／ＡＦＵ－Ｃ６０２ ＡＣＵ－Ｃ６０１／ＡＦＵ－Ｃ６０１

・　　　　　：撤去

〈凡例〉

※１

　　※１：ＡＦＵ－Ｃ４０１（既設）→ＡＣＵ－Ｃ４１１（更新後）

　　　　　ＡＦＵ－Ｃ６０３（既設）→ＡＣＵ－Ｃ６１２（更新後）

計２ＳＥＴＳ

〈工事内容〉

１．既設ファンフィルターユニットの空調機への更新に伴い、自動制御機器及び配線の撤去を行う。

　　※２：ＡＦＵ－Ｃ４０３（既設）→ＡＣＵ－Ｃ４１２（更新後）

　　　　　ＡＦＵ－Ｃ６０１（既設）→ＡＣＵ－Ｃ６１１（更新後）

ＭＤ

ＦＡＮ

Ｒ

※１

〈注記〉

・配線配管が撤去困難な場合は、必要な処置を行った上で残置とする。

〈注記〉

・配線配管が撤去困難な場合は、必要な処置を行った上で残置とする。

暖房時のみＯＮ

ＭＤ

暖房時のみＯＮ

・　　　　　：撤去

〈凡例〉

中央モールＡＦＵ

ホールＡＣＵ

中央モールＡＦＵ

ホールＡＣＵ

Ｍ－１１

N.S（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備

空調設備更新　計装図（撤去）

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事
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〈線種他凡例〉

自動制御盤

〈注記〉

・記載の自動制御機器及び配線配管は撤去を示す。

ＵＣ４－３０２ＵＣ４－３０１ （改造） （改造） ＵＣ６－３０２ＵＣ６－３０１ （改造） （改造）

・配線配管が撤去困難な場合は、必要な処置を行った上で残置とする。
露出配線

ＭＤ ＭＤ ＭＤ ＭＤ

展示ホール 6展示ホール 5展示ホール 4

北機械室7 北機械室8

北機械室9 北機械室10

北機械室11 北機械室12

Ｍ－１２

1/300（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

AFU

C601

AFU

C602

AFU

C401

AFU

C402

ACU

C601

ACU

C603

ACU

C401

ACU

C403

展示場4,6ホール前中央モール　自動制御設備

空調設備更新　3階平面図（撤去）

N

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事



C4N3L312

MCCB 3P

400/400

CVT60°(既設管内)

CVT150°

CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

CVT60°

C4N3L311

MCCB 3P

400/400

38°x3(51)

CVT60° 60°x3 (51)

C4P-301

AFU-C401

(既設)

Ｍ

Ｍ

Ｍ FR-C401

ACU-C401

(既設)

(既設)

(撤去)

国際展示場４ホール　動力設備３階配線図(撤去)

C4N3L312: CVT150°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室4より

IV1.6×3 (E19)(撤去)

CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

C4P-C01～C03へ

一般動力盤

(既存) C4P-301

(既存)

C4P-C01

(既存)

C4P-C02

(既存)

C4P-C03

(既存)

CVT38°(既設ﾗｯｸ上)

(既設利用)

C4P-301

ACU-C411

(既設)

Ｍ

Ｍ

Ｍ FR-C401

ACU-C401

(既設)

(既設)

(新設)

C4N3L312: CVT150°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室4より

EM-CE5.5°-3C E2.0 (E25)(新設)

CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

C4P-C01～C03へ

国際展示場４ホール　動力設備３階配線図(改修)

分岐箇所 分岐箇所

MCCB3P 50AF/40ATを新設MCCB3P 50AF/20ATを撤去

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

AFU-C402(撤去)

ACU-C403(既設)

FE-C404(既設)

FR-C403(既設)

IV1.6×3 (E19)(撤去)

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ACU-C412(新設)

ACU-C403(既設)

FE-C404(既設)

FR-C403(既設)

C4P-302(既設)

MCCB3P 50AF/40ATを新設

EM-CE5.5°-3C E2.0 (E25)(新設)

C5P-301(既設)

C5P-303(既設)

C4P-302

MCCB3P 50AF/20ATを撤去

C5P-301(既設)

C5P-303(既設)

(既設)

C4N3L311:CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室4より

一般動力盤

(既存) C5P-101

(既存)

C4P-302

(既存)

(既設利用)

C4N3L311:CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室4より

凡　例

名　　　称 摘　　　　要 備　　　考記　　号

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ・防火区画貫通処理

露出配管配線

天井ｹｰﾌﾞﾙ配線

立上り、引下げ

動力制御盤 既存

（注記）

１. 図中、細線破線は既存を示す。

２. 図中、太線を撤去とする。

凡　例

名　　　称 摘　　　　要 備　　　考記　　号

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ・防火区画貫通処理

露出配管配線

天井ｹｰﾌﾞﾙ配線

立上り、引下げ

動力制御盤 既存

（注記）

１. 図中、細線破線は既存を示す。

２. 図中、太線を新設とする。

３．既設動力制御盤 C4P-301とC4P-302のMCCB 3P 50AF/20AT x1を撤去する。 ３．既設動力制御盤 C4P-301とC4P-302にMCCB 3P 50AF/40AT x1を新設する。

北機械室7

北電気室4

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ ｷｬｯﾄｳｫｰｸ ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

北機械室7

北電気室4

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

キープラン　N.S

展示ホール 5展示ホール 4

北機械室７ 北機械室８ 北機械室９

展示ホール 5展示ホール 4

北機械室７ 北機械室８ 北機械室９
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Ｍ－１３

1/300（A1）

展示場4,6ホール前中央モール　動力設備

空調設備更新　3階平面図（1）（新設・撤去）

87654321

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事



C6N3L312

MCCB 3P

400/400

CVT38°(既設管内)

CVT60°

CVT38°(既設ﾗｯｸ上)

CVT38°

C6N3L311

MCCB 3P

400/400

38°x3(51)

CVT100° 60°x3 (51)

国際展示場６ホール　動力設備３階配線図(撤去)

一般動力盤

(既存) C6P-301

(既存)

C6P-C01

(既存)

C6P-C02

(既存)

CVT38°(既設ﾗｯｸ上)

(既設利用)

国際展示場６ホール　動力設備３階配線図(改修)

一般動力盤

(既存) C6P-102

(既存)

C6P-302

(既存)

(既設利用)

C6P-301

AFU-C601

(既設)

Ｍ

Ｍ

Ｍ FR-C601

ACU-C601

(既設)

(既設)

(撤去)

C6N3L312: CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室6より

IV1.6×3 (E19)(撤去)

CVT38°(既設ﾗｯｸ上)

C6P-C01～C02へ

分岐箇所

MCCB3P 50AF/20ATを撤去

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

AFU-C602(撤去)

ACU-C603(既設)

FE-C604(既設)

FR-C603(既設)

IV1.6×3 (E19)(撤去)

C6P-302

MCCB3P 50AF/20ATを撤去

(既設)

C6N3L311:CVT100°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室6より

C6P-303(既設)

C6P-301

ACU-C611

(既設)

Ｍ

Ｍ

Ｍ FR-C601

ACU-C601

(既設)

(既設)

(新設)

C6N3L312: CVT60°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室6より

EM-CE5.5°-3C E2.0 (E25)(新設)

CVT38°(既設ﾗｯｸ上)

C6P-C01～C02へ

分岐箇所

MCCB3P 50AF/40ATを新設

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ACU-C612(新設)

ACU-C603(既設)

FE-C604(既設)

FR-C603(既設)

EM-CE5.5°-3C E2.0 (E25)(新設)

C6P-302

MCCB3P 50AF/40ATを新設

(既設)

C6N3L311:CVT100°(既設ﾗｯｸ上)

1階北電気室6より

C6P-303(既設)

凡　例

名　　　称 摘　　　　要 備　　　考記　　号

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ・防火区画貫通処理

露出配管配線

天井ｹｰﾌﾞﾙ配線

立上り、引下げ

動力制御盤 既存

（注記）

１. 図中、細線破線は既存を示す。

２. 図中、太線を撤去とする。

凡　例

名　　　称 摘　　　　要 備　　　考記　　号

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ・防火区画貫通処理

露出配管配線

天井ｹｰﾌﾞﾙ配線

立上り、引下げ

動力制御盤 既存

（注記）

１. 図中、細線破線は既存を示す。

２. 図中、太線を新設とする。

３．既設動力制御盤 C6P-301とC6P-302のMCCB 3P 50AF/20AT x1を撤去する。 ３．既設動力制御盤 C6P-301とC6P-302にMCCB 3P 50AF/40AT x1を新設する。

北機械室7

北電気室4

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

北機械室7

北電気室4

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

キープラン　N.S

展示ホール 6展示ホール 5

北機械室１０ 北機械室１１ 北機械室１２

展示ホール 6展示ホール 5

北機械室１０ 北機械室１１ 北機械室１２
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1/300（A1）

展示場4,6ホール前中央モール　動力設備

空調設備更新　3階平面図（2）（新設・撤去）

87654321

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事



既設メーカー：アズビル

既設メーカー：アズビル

既設メーカー：アズビル

既設メーカー：アズビル

既設メーカー：アズビル

既設メーカー：アズビル

： 0.8MPa最大使用圧力

1： 1000L容量エアタンク

■機器表

操作回路

除湿器電源回路×２

コンプレッサー電源回路×２： 3φ415V電動機

付属品 ： 架台（1000H）1： 500Wx800Hx300D寸法制御盤

： 15A口径

： 1300 NL/min最大空気量

2： 0.7MPa１次圧力減圧弁

： 15A口径

： 0.3μろ過精度

： 0.8MPa最高使用圧力

1： 450 L/min流量２次フィルタ

： AC200／220V電源

： 0.4kW公称出力

　　　　　　出口フィルタ（ミストフィルタ）　　： 0.8MPa最高使用圧力　

付属品　：　入口フィルタ（１次フィルタ）1： 585 NL/min処理空気量除湿機

： 3φ415V　3.7kW　電動機

： 0.93MPa最高使用圧力

2： 405 L/min吐出空気量オイルフリーベビーコンプレッサー　

備　考台数仕　　様名　　称

空気源装置制御盤

（付属品）

除湿器
ミストフィルター

１次フィルター

２次フィルター

プラント側工事範囲

熱源受入れプラント

(最大200Nl/min)

１次減圧弁

圧力ゲージ付

オイルフリーベビーコンプレッサ

(3φ415V 3.7kwx2台)

エアタンク

(1000l)

除湿器セット

(585Nl/min,1φ100V0.4kw)

２次フィルターセット エアーヘッダー 減圧弁セット

(2sets)

：今回更新

P1×2

（圧力調節器）

1

中央機械室　自動制御設備　空調自動制御空気源装置更新

N.S（A1）

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

計装図

中央機械室：空調自動制御用空気源装置更新

中央機械室：空調自動制御用空気源装置更新

２．工事の時期、実施方法、、熱源設備の調整等については、施設管理者および地域冷暖房供給会社と協議を行うこと。

　　付帯配管類を更新する。

■工事内容

１．エアタンク・制御盤・除湿器・１次フィルター・２次フィルター・減圧弁および

2
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１次フィルター

ミストフィルター

減圧弁×２

２次フィルター

除湿器

ヘッダー（既存）

空気タンク

コンプレッサーｘ２

空気源配管アイソメ図

キープラン　N.S

コンプレッサー×２（既存）

ヘッダー（既存）

空気タンク

除湿器

-A-

機器凡例

シンボル 記　号 配　　 線
配　　管

(屋内) (屋外)

Ｐ１ EM-CEE2ﾛ  - 2C × 1 （E25）

ＶＦＲ 既設再利用 （既設再利用）

　EM-CE2ﾛ -3C x1 (E25) 除湿器

90
00

60
00

90
00

90
00

6000 6000

CX62CX61CX60

CY35

CY34

CY33

CY32

CY31

制御盤

中央機械室

中央女子便所

1/100（A1）

記号凡例

平面図記号 内　　容

露出配管

A

減圧弁×２

１次フィルター ミストフィルター

２次フィルター

Ｐ１×２

トラップ

トラップ

トラップ

87654321

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社 総合設備計画
第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

中央機械室：空調自動制御用空気源装置更新

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

平面図

中央機械室　自動制御設備　空調自動制御空気源装置更新

2
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記　号 名　　称 備　　考

給水管(中水) －－ 

 － 給水管(上水) 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管(VB)

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PB)（フランジ以降）

一般配管用ステンレス鋼鋼管（SUS)（フランジまで）

凡例

1 2 3 4 5 6 7 8

中央機械室配管詳細図　 　S=1:50

N

名　　称

図面名称

図面番号

縮　　尺 年月日 製図 検図 整理番号

株式会社総合設備計画 第 1  2  9  6  1  号

一級建築士事務所登録

令和８・９年度幕張メッセ施設整備機械設備工事

1/50（A1）

注記） は撤去・更新とする。

機器番号 名称 機器仕様

電 気 特 性 イ
ン
バー

ター

非
常
電
源

付属品
・

特殊仕様

台
数 設置場所 備考

φ V kW

注記 1．　公共建築仕様とする。 7．　防振装置はスプリング防振とする。

2．　機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。 8．　付属品はメーカー標準品とする。

3．　電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。 9．　軸封はメカニカルシールとする。

4．　電源周波数は50Ｈzとする。また、モーター極数は原則として４Ｐ以上とする。

5．　起動方式は特記なき限り7.5kW以下直入起動、11.0kW以上は、スターデルタ起動とする。

6．　電動機の保護方法は、室内は防滴保護型で、屋外は全閉防まつ型とする。

機器表

32

CY

33

CY

6,
00

0

62

CX

60

CX

12,000

PH-A02

PH-A01

THS-A01

50,100

25

以降空調工事

20

GV40
量水器40

三方弁装置
40x25

25 50

6580

BV
BV

100

BV

200,200,100,20

25,250

BV

電磁流量計装置 250x100
電磁流量計（PMU-D01付属品）

250

100

250,80,100,150

80

150

150

150

25

25

25

25

50

-
-

-80

-
-

80

150

150

150

80 PM-1

PM-3

PM-4

PM-5

PM-2

PMU-E01
改修範囲

BV

BV

BV

BV

BV

BV

MF-D02

N

中央機械室　給排水衛生設備　
中水槽滅菌装置更新

MF-D02 滅菌装置中水装用 型　式 ： 全自動中水減菌装置（操作回路組込形）受水槽循環制御 残留塩素検出器、記録計、液面警報電極、 1 中央機械室

薬液ポンプ(ON・OFF式)： 最大吐出量28cc/min 吐出圧5kgf/c㎡ 3 400 0.1 - - 高圧ﾁｭｰﾌﾞ、操作盤配管、バルブPVC製、

薬液槽 ： 100L(ケミカルタンク) 共通架台(亜鉛メッキどぶ漬け)、

循環ポンプ(SUS製)： 40φ×40φ×150L/min×12mAq(自吸式) 3 400 0.75 - -

24時間タイマーによる間欠運転

無電圧A接点付、他付属品一式

メカニカルシール

コンクリート基礎100H

殺菌剤18L×5缶、残留塩素測定器、

中央機械室：中水槽滅菌装置の更新3
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